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な
ど
行
政
の
怠
慢
な
ど
社
会

的
・
構
造
的
な
問
題
も
浮
か
び

上
が
る
。
州
政
府
に
「
被
災
白

書
」
刊
行
や
、
今
後
の
復
興
計
画

公
開
を
せ
ま
る
、
集
会
・
行
進
な

ど
住
民
運
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

今
回
、
震
災
を
奇
禍
と
し
て
、
イ

ン
ド
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
直
接
出
会
い
、
学
び
あ
う
場

面
が
多
く
見
ら
れ
た
。

他
方
、
昨
年
こ
の
巻
頭
言
に

お
い
て
、
「
和
解
や
平
和
的
共
存

へ
の
道
は
、
平
坦
な
一
筋
の
道

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
」
と
書
い
た
朝

鮮
半
島
の
情
勢
で
あ
る
が
、
三

月
、
平
壌
と
西
海
岸
農
村
を
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
森
林
な

ど
自
然
環
境
の
破
壊
が
恒
常
的

に
な
り
、
「
降
ら
ね
ば
干
ば
つ
、

降
れ
ば
洪
水
被
害
」
と
い
う
状

況
が
今
も
つ
づ
く
。

ま
た
外
交
的
に
は
、
米
国

プ
ッ
シ
ュ
新
政
権
誕
生
と
と
も

に
悪
化
し
た
米
朝
関
係
、
進
展

が
な
い
上
に
「
教
科
書
問
題
」
で

一
段
と
悪
化
し
た
日
朝
関
係
な

ど
、
鯵
着
状
態
の
「
南
北
」
関
係

と
い
う
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、

現
地
で
会
う
学
校
の
教
員
・
児

童
か
ら
、
協
同
農
場
の
農
民
、
受

入
れ
団
体
職
員
ま
で
、
今
ま
で

に
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

と
態
度
が
見
ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
南
北
首

脳
会
談
以
降
、
少
な
く
と
も
「
戦

争
と
い
う
選
択
肢
」
は
消
え
た

の
だ
と
、
南
北
朝
鮮
の
人
々
が

確
信
で
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

本
来
は
、
日
本
も
含
む
北
東

識
蝋
蕊
溌
謀
鳩

毎
カ
ッ
チ
郡
を
訪
れ
た
。
一
部
崩

蒙
れ
た
空
港
の
施
設
を
出
て
町
に

蕊
向
か
う
。
食
べ
物
な
ど
露
店
・
小

箪
売
店
は
再
開
さ
れ
て
い
る
が
、

録
中
心
部
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
石

識
や
煉
瓦
で
で
き
た
建
物
、
町
役

雪
『
場
、
病
院
な
ど
は
全
崩
壊
に
ち

蕪
か
く
、
瓦
牒
の
多
く
は
手
付
か

綴
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。
遺
体
も
奥

蕊
に
残
っ
た
ま
ま
の
よ
う
で
あ
る
。

密
恥
紗
押
聖
峠
唖
評
銅
淋
呼
掛
碓

議
ら
れ
た
仮
設
住
宅
か
ら
仕
事
場

鱈
に
向
か
う
。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
カ
ツ

噸
チ
郡
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
」
の
活
動
者

認
鈍
瀦
雌
蕊
藤

誠
事
務
所
と
し
て
、
六
月
か
ら
始

蔚
ま
る
雨
季
に
そ
な
え
、
さ
ま
ざ

燕
ま
な
形
の
集
合
住
宅
と
浄
水
施

露
設
等
の
普
及
に
忙
し
い
。

鋤
私
が
一
一
回
訪
れ
た
、
手
工
芸

癖
漂
睡
蕊
蕊

？
（
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ⅱ
女
性
の
自
立
協

鍔
会
）
の
作
業
場
で
は
、
デ
ザ
イ
ン

雷
指
導
の
女
性
と
製
作
担
当
の
女

雛
性
が
、
地
域
独
特
の
、
小
さ
な
鏡

雫
舜
を
縫
い
込
ん
だ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

式
感
装
飾
品
、
バ
ッ
グ
づ
く
り
を
進

軍
、
め
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
、
震
災

紅
以
前
か
ら
、
地
域
を
巡
回
し
て

毎
困
窮
し
あ
る
い
は
虐
待
を
受
け

：
“
る
農
村
女
性
へ
の
支
援
も
行

《
許
な
っ
て
い
る
。

一
一
月
の
地
震
そ
の
も
の
は
自

一
（
然
災
害
で
は
あ
る
が
、
州
政
府

E歯型皇電

３Trial＆Error2001/9-10(No.213）

完成した手丁妻吊とＳＥＷＡの人々と

（ブジ手工芸センター）

ア
ジ
ア
全
体
で
、
軍
備
縮
小
や

共
生
へ
の
道
が
熱
心
に
語
ら
れ

て
も
不
思
議
は
な
い
時
期
に
き

て
い
る
。
関
係
諸
国
が
、
軍
事
や

武
器
に
使
う
予
算
を
、
保
健
医

療
、
教
育
、
福
祉
、
国
際
交
流
・

協
力
に
ま
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

紛
争
に
終
止
符
を
打
つ
可
能
性

を
増
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
唯
一
の
超
大
国
Ⅱ

米
国
は
、
「
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
京
都
議
定
書
」
、
「
包
括
的
核

実
験
禁
止
条
約
」
、
「
小
型
武
器

規
制
」
の
い
ず
れ
に
も
反
対
を

表
明
し
、
冷
戦
時
代
へ
の
逆
戻

り
的
「
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
網
づ
く

り
」
に
執
着
し
、
「
新
た
な
軍
備

競
争
」
を
心
配
す
る
欧
州
連
合
・

ロ
シ
ア
・
中
国
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
緊

張
関
係
に
あ
る
・
わ
が
「
高
支
持

率
」
「
聖
域
な
き
改
革
」
の
小
泉

新
政
権
は
、
残
念
な
が
ら
米
国

が
ら
み
の
問
題
で
は
主
体
性
を

発
揮
せ
ず
、
教
科
書
問
題
、
靖
国

参
拝
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
「
タ
カ
派
」

的
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
近
隣

国
と
の
対
話
や
友
好
関
係
を
欠

い
て
、
日
本
は
世
界
の
中
で
の

地
歩
を
確
保
で
き
る
の
か
。

二
○
○
一
年
に
開
催
さ
れ
た
、

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
会
合
に
お
い
て
、

七
百
以
上
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
い
、
基
本
的
に

は
非
暴
力
的
な
方
法
で
、
「
Ｇ
８

の
八
人
対
六
十
億
人
」
と
い
う

構
図
の
も
と
、
経
済
的
価
値
偏

重
お
よ
び
新
た
な
軍
事
競
争
の

弊
害
を
訴
え
、
「
人
と
自
然
」
の

価
値
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と

世
界
に
呼
び
か
け
た
。

今
、
実
働
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
公
的

機
関
の
下
請
け
的
意
味
で
専
門

性
を
強
め
る
の
か
、
国
境
を
越

え
た
市
民
連
携
を
追
求
す
る
の

か
の
分
岐
点
に
来
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
極
端
な
貧
富
の

差
を
つ
く
る
社
会
的
不
公
正
が

紛
争
や
自
然
環
境
破
壊
と
つ
な

が
る
現
実
に
直
面
し
て
き
た
。

地
域
開
発
の
実
践
と
調
査
提
言

の
双
方
に
お
い
て
、
「
ふ
つ
う
の

人
レ
ベ
ル
」
の
安
心
・
安
全
を
生

み
出
す
市
民
運
動
に
連
な
っ
て

い
き
た
い
。
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別

館
常
勤
ス
タ
ッ
フ
の
後
任
を
早
急
に

探
し
、
図
書
館
を
通
常
通
り
の
運
営

状
態
に
戻
す
こ
と
と
、
会
計
体
制
の

見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
運
営

委
員
会
の
自
覚
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

侭畠Ｗ

５Trial＆Error2001/9-10(No.213）

。
「
地
場
の
市
場
」
づ
く
り
に
よ
る

地
域
自
立
支
援

’
三
・
・
・
隻
繕
璽
ｉ

村
人
に
よ
る
地
場
の
市
場
づ
く
り

の
活
動
を
開
始
し
た
。
外
部
主
導
型

の
開
発
に
よ
り
壊
さ
れ
た
村
人
が
本

来
持
つ
生
活
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
初
年

度
は
村
人
が
朝
市
の
意
味
を
確
認
で

き
る
場
、
他
の
地
域
と
の
交
流
の
場

と
す
る
こ
と
を
活
動
の
柱
と
し
、
村

人
の
意
識
向
上
に
つ
と
め
た
。
結

果
、
二
地
域
四
ヵ
村
だ
っ
た
朝
市

は
、
六
地
域
十
三
ヵ
村
に
広
が
っ

た
。
朝
市
が
で
き
た
こ
と
で
、
村
に

活
気
を
取
り
戻
せ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

課
題
を
残
し
て
い
る
。

’
二
・
○
一
零
度
計
画
ｌ

朝
市
の
強
化
と
普
及
を
目
的
に
今

年
度
も
活
動
を
継
続
す
る
。
村
人
か

ら
あ
げ
ら
れ
た
四
つ
の
要
望
一
、
農

業
生
産
技
術
（
自
然
農
業
）
能
力
の

向
上
、
二
、
農
産
物
加
工
技
術
の
向

上
、
三
、
朝
市
の
規
則
づ
く
り
の
強

化
、
四
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
学
習
、

に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
村
人
へ
学

ぶ
場
を
提
供
し
て
い
く
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
学
習
の
た
め
に
、
近
く

の
町
の
消
費
者
と
の
交
流
も
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
地
域
へ
の
普

及
の
た
め
に
イ
サ
ー
ン
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
情

報
交
換
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

る
人
々
を
対
象
に
、
数
回
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
徐
々
に
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し

て
の
力
量
を
つ
け
つ
つ
あ
る
。

’
二
・
○
一
筆
虞
計
逼
卜

自
然
農
園
は
引
き
続
き
、
多
様

性
、
循
環
性
を
よ
り
高
め
、
安
定
的

な
生
産
を
確
実
に
す
る
農
園
作
り
を

続
け
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
三
年
間

の
収
入
を
基
金
に
し
て
自
然
農
園
を

独
立
採
算
性
に
移
行
し
た
。
今
年
度

は
収
入
比
九
○
％
達
成
を
目
指
す
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
特

に
農
民
を
対
象
に
し
た
奨
学
金
制
度

を
作
り
、
農
民
が
長
期
間
（
一
年
）
研

修
が
で
き
る
体
制
を
作
る
。
今
年
度

◎
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園

’
二
○
・
○
雲
嘆
璽
。
ｌ

自
然
農
園
は
三
年
間
を
終
え
、
多

様
性
と
循
環
性
を
基
本
に
す
る
農
園

が
徐
々
に
で
き
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に

つ
れ
て
、
生
産
性
も
上
が
り
、
収
入

の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
給
料
を
含
め
た
農
園
の
全
支
出

に
対
し
、
収
入
は
一
年
目
一
○
％
、

二
年
目
五
五
％
、
三
年
目
七
○
％
で

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
生
産
物
の

販
売
は
一
年
間
の
契
約
を
し
た
消
費

者
に
定
期
的
に
届
け
る
「
Ｃ
Ｓ
Ａ
方

式
」
を
導
入
し
、
経
営
基
盤
が
安
定

し
て
き
た
。

研
修
は
特
に
自
然
農
業
を
始
め
た

人
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い

タ
イ

農
民
が
農
民
自
身
の
生
活
を
建
て
直
し

守
る
行
動
を
支
援
す
る

世
界
で
も
有
数
の
農
産
物
輸
出
国
で
あ
る
タ
イ
の
農
民
は
全
人
口
の
六
○
％
を

し
め
る
。
こ
の
輸
出
産
業
を
支
え
る
タ
イ
の
農
家
の
一
戸
当
た
り
の
年
平
均
所
得

は
、
去
年
度
一
万
五
千
バ
ー
ツ
強
（
四
万
円
）
と
い
う
。
こ
れ
は
、
タ
イ
政
府
が

規
定
し
て
い
る
最
低
限
必
要
な
所
得
二
万
バ
ー
ツ
に
満
た
な
い
・
最
低
限
の
生
活

さ
え
営
め
な
い
所
得
の
最
大
の
原
因
は
、
農
業
の
「
近
代
化
」
が
も
た
ら
し
た
農

業
資
材
の
高
投
入
と
価
格
高
騰
、
そ
れ
に
、
農
業
生
産
物
の
価
格
低
下
で
あ
る
。

し
か
も
、
化
学
肥
料
、
農
薬
に
よ
る
、
土
壌
劣
化
、
環
境
汚
染
は
農
民
の
生
活
を

根
底
か
ら
確
実
に
蝕
ん
で
い
っ
て
い
る
。

ま
た
今
、
タ
イ
で
は
「
第
二
の
緑
の
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
特
に
遺
伝
子
操
作
の
農
業
生
産
技
術
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府

は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
推
進
の
た
め
に
巨
額
の
研
究
費
投
入
を
決
定
し
た
と
い

う
。
こ
の
潮
流
は
や
が
て
、
農
村
に
押
し
寄
せ
、
今
ま
で
以
上
に
徹
底
的
な
環
境

破
壊
と
農
村
の
人
々
の
生
活
破
壊
が
同
時
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。

八
方
ふ
さ
が
り
の
農
村
に
お
い
て
、
こ
こ
十
数
年
前
か
ら
農
民
た
ち
が
始
め
た

複
合
農
業
や
有
機
、
自
然
農
業
は
自
然
の
持
つ
多
様
性
、
循
環
性
、
持
続
・
安
定

性
を
農
業
生
産
に
生
か
す
先
駆
的
な
試
み
で
あ
り
、
同
時
に
、
外
部
依
存
を
克
服

し
、
農
民
が
農
民
自
身
の
生
活
を
建
て
直
し
守
る
行
動
で
も
あ
る
。

◎
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
学
ぶ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ー
二
・
○
．
室
農
離
言
’

二
○
○
○
年
度
五
月
か
ら
受
け
入

れ
た
五
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
農
業

開
発
を
行
な
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
、
そ
の
プ

は
四
人
の
農
民
を
長
期
研
修
生
と
し

て
受
け
入
れ
る
予
定
で
。
ま
た
、
タ

イ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
農
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
共
同
で
、
「
農
薬
と
健

康
」
「
化
学
肥
料
と
土
壌
劣
化
」
の
問

題
を
農
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

小
冊
子
を
作
り
、
農
民
が
自
分
た
ち

の
生
活
の
基
盤
を
蝕
ん
で
い
っ
て
い

る
現
状
に
気
付
く
た
め
の
活
動
を
行

な
う
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
村
、
自
然
農
園
、
女
性

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
織
物
手
工
芸
品

店
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
が

共
同
生
活
を
す
る
学
園
へ
と
そ
れ
ぞ

形
れ
派
遣
さ
れ
た
。
終
了
後
、
二
名
は

詩
何
ら
か
の
形
で
将
来
農
業
に
携
る
意

峠
志
を
固
め
、
一
一
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考

証
〈
え
の
も
と
に
、
タ
イ
滞
在
延
長
を
検

権
討
し
て
い
る
。

富
’
二
○
○
一
皆
計
薗
１

幸
今
年
度
の
受
け
入
れ
は
六
名
。
農

が
村
へ
派
遣
し
た
場
合
、
生
活
環
境
は

趣
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
厳
し
い
も

き
の
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン

症
タ
ー
ン
自
身
が
学
ぶ
よ
い
機
会
に
な

群
る
た
め
、
今
回
も
農
村
へ
の
派
遣
を

締
考
え
て
い
る
。
六
名
は
学
生
、
社
会

の
人
な
ど
様
々
な
経
歴
で
あ
る
た
め
、

森
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
派
遣
先
を
探

し
、
十
分
な
経
験
、
体
験
と
な
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

◎
住
民
組
織
支
援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

ー
ニ
８
．
建
慶
鞭
蓄
ｌ

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
で
は
、
図

書
館
が
ス
ラ
ム
へ
の
新
し
い
流
入
者

に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
来
館
頻
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

農
村
開
発
で
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て

の
関
わ
り
は
基
本
的
に
は
終
了
し
て

い
る
。
保
冷
車
の
貸
し
出
し
と
い
う

形
で
関
係
の
あ
る
、
チ
ャ
イ
ヤ
プ
ー

ム
協
同
組
合
に
対
し
て
多
少
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
っ
た
。
ブ
リ
ラ
ム
県

に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

「
イ
サ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
」

へ
譲
渡
す
る
こ
と
が
運
営
委
員
会
で

承
認
さ
れ
た
。

’
’
８
－
辱
震
計
画
ｌ

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
の
、
図
書



カ
ン
ボ
ジ
ア

間
わ
れ
る
、
協
力
団
体
・
機
関
の
姿
勢

．
，
１

動
が
活
発
に
な
っ
た
。
村
づ
く
り
委

員
会
は
少
し
ず
つ
設
立
が
進
み
、
村

内
で
の
一
定
の
役
割
を
果
た
し
始
め

た
。’
二
・
○
一
零
厘
計
画

持
続
的
農
業
で
は
、
堆
肥
や
緑
肥

を
使
っ
た
土
壌
の
改
良
を
さ
ら
に
普

及
さ
せ
、
家
庭
菜
園
や
複
合
経
営
農

業
で
作
物
の
種
類
、
量
を
増
や
し
、

健
康
改
善
す
る
と
と
も
に
出
費
を
抑

え
る
。
植
林
に
よ
り
村
の
自
然
環
境

を
回
復
す
る
。
農
村
開
発
で
は
、
食

料
と
生
計
の
安
定
を
図
る
た
め
、
今

ま
で
行
な
っ
て
き
た
活
動
を
強
化

し
、
女
性
を
は
じ
め
多
く
の
村
人
が

参
加
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
。

◎
技
術
学
校

’
二
画
・
画
筆
痩
璽
。
ｌ

プ
ノ
ン
ペ
ン
校
で
は
、
自
立
運
営

の
形
態
と
し
て
「
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
化
」

ま
た
は
運
輸
省
の
下
で
の
「
公
社

化
」
を
検
討
、
後
者
の
可
能
性
を
さ

ぐ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
主
運
営
を

強
調
し
た
運
輸
省
と
の
合
意
書
を
二

○
○
五
年
十
二
月
ま
で
延
長
し
た
。

シ
ァ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
で
は
、
十
二
月

の
評
価
会
議
を
う
け
、
自
立
運
営
の

基
盤
作
り
を
目
指
し
、
修
理
工
場
の

収
益
向
上
の
為
の
事
業
を
整
え
た
。

ｉ
二
・
○
塁
陰
計
画
ｌ

プ
ノ
ン
ペ
ン
校
で
は
、
引
続
き
自

立
運
営
の
形
態
と
し
て
運
輸
省
の
下

で
の
「
公
社
化
」
の
可
能
性
を
探
る
。

並
行
し
て
、
運
営
体
制
・
能
力
の
強

化
や
収
益
の
向
上
、
訓
練
の
質
の
改

良
を
図
る
。
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校

は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
校
の
協
力
を
得
て

ス
タ
ッ
フ
の
運
営
・
指
導
能
力
の
向

上
を
図
る
。
ま
た
二
年
後
の
自
立
運

営
を
目
指
し
、
修
理
工
場
の
体
制
の

整
備
、
収
益
の
向
上
を
図
る
。

◎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
窯
電
塁
吋
一
篭
巽
胃
陣

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発

‐
二
§
霞
塵
箪
。
ｌ

持
続
的
農
業
は
、
本
格
的
に
農
業

支
援
に
取
り
組
み
だ
し
て
三
年
目
。

コ
メ
の
増
産
試
験
田
は
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
良
い
結
果
を
出
し
て
い

る
。
村
人
の
一
部
は
、
「
家
庭
菜
園
」

「
池
Ⅱ
魚
の
養
殖
」
を
統
合
し
た
「
複

合
経
営
農
業
」
を
自
主
的
に
始
め

た
。
農
村
開
発
で
は
、
コ
メ
銀
行
や

女
性
相
互
扶
助
な
ど
自
助
努
力
の
活

６

Ｖ
Ｃ
は
側
面
支
援
に
ま
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
活
動

が
現
地
の
人
の
物
に
な
り
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
情
報
や
機
会
を
提
供
し

て
い
く
。

九
○
年
代
前
半
に
開
始
さ
れ
た
「
自
立
」
を
め
ざ
す
活
動
は
、
こ
の
一
、
一
一

年
の
間
に
都
市
部
・
農
村
部
そ
れ
ぞ
れ
で
「
技
術
学
校
運
営
委
員
会
」
ヨ
メ

銀
行
運
営
委
員
会
」
な
ど
現
地
の
人
々
に
よ
る
組
織
が
担
う
よ
う
に
な
り
、
』

依
然
と
し
て
、
都
市
と
農
村
の
格
差
が
縮
ま
ら
な
い
な
ど
多
く
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
村
で
は
将
来
の
こ
と
を
考
え
木
を
植
え
た
り
、
互
い
に
米
を
融
通

し
あ
う
姿
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、
都
市
部
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
繁
盛
ぶ
り

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
紛
争
後
の
平
和
を
享
受
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
映
る
。

今
、
自
分
た
ち
の
頭
で
考
え
、
手
足
を
動
か
す
こ
と
で
生
活
を
立
て
直
す
知
恵

を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
人
々
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
た
協
力
団
体
が
ど
う
関

る
か
、
協
力
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
世
界
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は
昨
年
、
共
同
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
開
発
に
あ
た
る
こ
と
を

決
め
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
も
国
民
に
も
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。

ギ
ー
開
発
の
課
題
を
共
有
す
る
為

に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
を
ま

と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
た
。
十
一

月
開
催
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の

「
メ
コ
ン
釦
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
に
協
力
し
た
。

ｌ
一
○
・
一
隼
属
計
．
‐

深
刻
な
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
水
産

資
源
管
理
状
況
を
追
う
。
昨
年
に
引

続
き
中
期
的
な
メ
コ
ン
・
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
戦
略
を
立
て
る
。
今
年
度

は
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
周
辺
住
民
の

水
産
資
源
利
用
状
況
の
調
査
を
重
点

的
に
行
な
い
、
住
民
の
経
験
交
流

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

◎
洪
水
被
災
者
支
援

ｉ
二
○
．
◎
重
度
調
蓄
ｌ

被
災
地
域
の
プ
レ
イ
ヴ
ェ
ン
県
・

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
・
タ
ケ
オ
県
の

う
ち
、
十
二
月
に
は
プ
レ
イ
ヴ
ェ
ン

県
の
三
郡
十
四
ヵ
村
六
百
六
十
八
世

帯
に
乾
季
用
種
籾
を
、
二
月
、
三
月

に
は
三
県
二
十
一
ヵ
村
約
四
千
五
百

世
帯
に
、
雨
季
用
の
種
籾
を
配
り
、

洪
水
被
災
者
へ
の
種
籾
配
給
を
す
べ

て
終
了
し
た
。
当
初
、
短
期
間
の
担

当
者
を
さ
が
す
予
定
だ
っ
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
調
査
か

ら
配
給
ま
で
の
行
程
を
実
施
し
た
。

Trial＆Error2001/９－１０(No.213）

被災地域へ舟で運搬されるコメの種籾

各
組
織
の
方
針
な
ど
も
あ
り
、

持
続
可
能
な
農
業
を
広
げ
る
確
固
た

る
意
志
を
も
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
。
二
○
○
一
年
度
は
現
場
に
近
づ

く
た
め
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

た
意
欲
的
な
農
民
の
発
掘
」
や
、
資

料
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
の
為
の

「
ク
メ
ー
ル
語
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
」
を
行
な
う
。

◎
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
問
う

耐
二
○
○
○
鐘
腫
繍
憲
ｌ

日
本
政
府
の
政
策
変
更
で
プ
レ
ク

ト
ノ
ッ
ト
・
ダ
ム
建
設
協
力
が
見
合

わ
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
関
係
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
エ
ネ
ル

◎
Ｔ
Ｒ
Ｃ
『
愚
…
胃
。
『
８
。
ｇ
扇
『

資
料
。
情
報
セ
ン
タ
ー

’
二
○
○
○
年
度
報
告
ｌ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
農
村

現
場
で
得
た
情
報
を
交
換
し

実
践
に
役
立
て
る
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｇ

（
持
続
的
農
業
実
践
グ
ル
ー

プ
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
。
図
書
館
は
、
整
備
が
す
す

み
蔵
書
も
増
え
た
が
、
ク

メ
ー
ル
語
資
料
は
思
う
よ
う

に
増
え
な
い
。
翻
訳
が
遅
れ

た
こ
と
も
原
因
。
出
版
部
門
で

は
、
農
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
実
践
を
記
録
し
た
「
農
民

か
ら
農
民
へ
」
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
九
～
十
二
号
を
発
行
し
、

活
動
が
定
着
し
て
き
た
。

’
二
○
○
一
年
度
計
画
ｌ

Ｓ
Ａ
Ａ
Ｇ
に
参
加
し
て
き

た
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
は

そ
れ
ぞ
れ
農
村
の
第
一
線
で

は
活
動
し
て
い
る
も
の
の
、

１１冗両b
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◎
自
然
農
業
と
農
村
開
発

【
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
｝

’
二
・
８
掌
虞
璽
ｉ

本
事
業
は
二
○
○
○
年
七
月
に
政

府
と
の
契
約
更
新
を
行
な
い
、
四
年

目
を
迎
え
た
。
継
続
し
た
そ
れ
ま
で

の
活
動
に
よ
っ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
村
の

村
人
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解

は
深
ま
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
共
同

耕
作
地
の
支
援
（
ニ
ヵ
村
）
、
果
樹
栽

培
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

（
五
ヵ
村
対
象
）
、
井
戸
掘
り
支
援

（
三
本
）
な
ど
を
行
な
い
、
そ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

共
同
耕
作
地
の
作
業
に
ス
タ
ッ
フ
が

参
加
し
た
こ
と
で
、
村
の
様
子
や
村

人
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
二
・
・
一
…
ｌ

ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
な
ど
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
見
学
し
た
人
か
ら
、
』

繍

』雪DＣ７

７Trial＆Error2001/９－１０(No.213）

舞毒

村でのジェンダートレーニング（カムアン県ナコム村）

鶴ぞ

『
１
浬
殿
謬
吟
鞭
〆
・
国

強
鴬
《
潔
一

▼
瀞

呼惹

還葡

ラ
オ
ス

自
然
と
調
和
し
た
生
活
を
守
る
た
め
に

が
り
も
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
村
人
自
身
の
管
理
に
よ
る
森
林
資
源
の
保
全
と
、

持
続
的
な
利
用
を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
草
・
枯
葉
・
家
畜
の
フ
ン
な
ど
の
身

の
回
り
の
有
機
物
を
活
用
し
て
、
地
力
を
回
復
し
、
農
業
生
産
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
は
、
自
然
と
調
和
し
た
生
活
を
維
持
し
、
借
金
な
ど
の
村
外
の
力
に
屈
服

し
な
い
で
生
活
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
共
同
耕
作
地
な
ど
に
お
け
る
自
然
農
業
の
実
践
を
通
じ
て
、

そ
の
効
果
を
他
の
村
人
や
外
部
の
人
に
も
明
確
な
形
で
示
し
、
説
得
力
を
持
っ

た
も
の
に
し
た
い
。
森
林
に
お
い
て
は
、
村
人
が
企
業
の
力
や
開
発
の
流
れ
の

中
で
も
主
体
的
に
発
一
一
一
一
目
し
、
森
林
土
地
移
譲
で
確
立
さ
れ
た
村
人
の
権
利
を
、

確
立
す
る
と
同
時
に
、
森
林
の
持
続
的
利
用
の
た
め
の
運
営
力
を
つ
け
る
こ
と

自
然
に
恵
ま
れ
、
自
給
自
足
的
で
あ
っ
た
ラ
オ
ス
の
農
村
の
暮
ら
し
は
変
化

し
て
い
る
。
村
人
も
、
日
用
品
、
教
育
、
医
療
、
農
業
な
ど
に
現
金
を
必
要
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
企
業
や
村
人
自
身
に
よ
る
森
林
の
伐
採
や
無

計
画
な
利
用
、
政
府
の
焼
畑
削
減
政
策
に
よ
る
常
畑
化
が
進
み
、
農
地
の
地
力

の
低
下
、
換
金
作
物
・
二
期
作
の
奨
励
に
よ
る
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
の
広

を
め
ざ
す
。

果樹の栽培技術を学ぶトレーニング（ビエンチャン県）

‐

毎

Ｆ

宮

‐

さ

協同耕作地での草刈り作業（ビエンチャン県ナトーン村）

Ｖ
Ｃ
の
活
動
が
わ
か
り
に
く
い
と
い

う
声
が
度
々
聞
か
れ
た
。
そ
の
た

め
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
活
動
の
目
標

や
意
義
と
そ
の
現
状
を
整
理
し
、
結

果
を
数
字
で
表
す
な
ど
具
体
的
な
表

現
を
心
懸
け
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
を
的
確
に
把

握
し
、
外
部
に
明
確
な
説
明
が
な
さ

れ
、
さ
ら
に
、
村
の
中
で
活
動
が
広

が
る
こ
と
を
目
指
す
。

◎
森
林
保
全
と
自
然
農
業

〔
カ
ム
ア
ン
］

’
二
○
○
．
曇
属
奮
ｉ

一
九
九
七
年
か
ら
森
林
保
全
、
自

然
農
業
、
女
性
の
参
加
の
三
本
を
柱

と
し
て
、
県
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
活
動

を
行
な
っ
て
き
た
。
森
林
保
全
で

は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
十
八
ヵ
村

で
「
共
有
林
づ
く
り
」
が
終
了
し
た
。

自
然
農
業
で
は
、
重
点
村
三
ヵ
村
の

う
ち
、
一
ヵ
村
で
共
同
農
園
が
始
ま

り
、
残
り
の
ニ
ヵ
村
で
も
共
同
農
園

予
定
地
の
開
墾
が
始
ま
っ
た
。
女
性

蕊議；

の
参
加
で
は
、
完
成
し
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
郡
の
女
性

役
人
を
対
象
に
研
修
を
行
な
っ
た
。

十
一
月
下
旬
に
は
、
こ
の
三
年
間
の

評
価
会
議
を
行
な
い
、
活
動
の
延
長

が
決
ま
っ
た
。

’
二
・
．
童
慶
誹
．
‐

今
年
度
は
、
昨
年
末
の
評
価
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
村
人
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、
活
動
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
森
林
保
全
に
関
し
て
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
加
え
、
森
林
の
持
続
的
な

利
用
方
法
を
村
人
と
共
に
考
え
て
い

く
。
自
然
農
業
で
は
共
同
農
園
支
援

と
と
も
に
、
果
樹
栽
培
や
家
畜
飼
育

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
い
、
他
の

村
に
も
自
然
農
業
を
普
及
し
て
い

く
。
女
性
の
参
加
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使
用
し
た
研
修
を

村
レ
ベ
ル
に
広
げ
て
い
く
。
全
体
を

通
し
て
郡
の
役
人
の
育
成
も
行
な
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

喪
・

悪
書
，

、
ぎ
こ
‐

》
醍
転

４１▲

玉頓-ｬ
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韻

肝

’
ベ
ト
ナ
ム

生
計
の
安
定
と
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
し
て

「
豊
か
な
人
民
、
強
い
国
家
、
公
平
で
民
主
的
な
社
会
」
・
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム

の
社
会
開
発
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
倍
増
、
貧
困
層
率
や
人
口
増

加
率
の
低
下
な
ど
一
九
九
○
年
代
の
開
発
目
標
を
達
成
し
、
次
の
十
年
間
で
二

十
年
後
の
工
業
国
入
り
の
基
盤
を
整
え
よ
う
と
近
代
化
を
進
め
て
い
る
。
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
近
隣
諸
国
の
生
活
状
況
は
、
自
分
達
が
戦
い
に
明
け
暮
れ

て
い
た
間
に
拡
大
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
否
応
無
く
意
識
さ
せ
る
。

今
年
二
月
、
中
部
高
原
で
多
数
民
族
で
あ
る
キ
ン
人
の
入
植
に
よ
っ
て
土
地

を
奪
わ
れ
た
と
し
て
、
少
数
民
族
の
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
た
。
経
済
発
展
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
危
機
感
や
伝
統
的
に
使
っ
て
き
た
土
地
の
喪
失
に
対
す
る
苛
立

ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
影
響
し
て
か
、
四
月
の
共
産
党
大
会
で
党

書
記
長
に
初
め
て
少
数
民
族
出
身
者
が
選
出
さ
れ
た
。

全
般
的
に
人
々
の
生
活
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
と
農
村
、
民
族

間
の
貧
富
の
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
。
道
路
整
備
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
市
場
経

済
の
浸
透
な
ど
に
よ
っ
て
、
山
岳
少
数
民
族
地
域
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
キ
ン
人
優
位
の
社
会
の
中
で
、
少
数
民
族
の
独
自
性
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
、
女
性
の
声
を
反
映
さ
れ
る
参
加
や
住
民
自
身
で
決
め
て

実
行
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
生
計
の
安

定
と
環
境
の
保
全
の
両
立
を
図
る
活
動
を
支
援
す
る
。

部
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
女

性
同
盟
が
担
っ
た
回
転
資
金
活
動
に

よ
っ
て
、
貧
困
層
の
減
少
や
農
業
の

多
様
化
に
貢
献
し
た
。

◎
調
査
℃
地
域
開
発【
チ
ャ
ビ
ン
省
一

’
二
・
８
雲
痩
繍
蟹
ｉ

小
学
校
建
設
（
二
つ
の
分
校
）
を

支
援
す
る
と
共
に
、
チ
ャ
ビ
ン
省
で

も
最
も
ク
メ
ー
ル
民
族
の
多
い
地
域

で
、
土
地
無
し
農
民
な
ど
零
細
農
村

世
帯
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
を
通
じ
て
住
民
の
置
か
れ
た
状

況
や
そ
の
厳
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案

に
つ
い
て
は
実
施
体
制
の
問
題
も
考

慮
し
て
事
業
化
は
見
送
っ
た
。

農
業
畜
産
の
改
善
支
援
、
技
術
お
よ

び
視
察
研
修
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
二
月
に
ソ
ン
ラ
省
や
タ
ン
チ
ャ

オ
郡
の
関
連
機
関
の
職
員
を
招
い

て
、
中
間
評
価
を
実
施
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
り
、
現
地
を
訪
問
し
た
り
し

て
理
解
を
深
め
る
場
と
し
た
。

’
二
・
○
一
雲
虞
誌
．
ｌ

今
年
度
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

三
年
目
と
な
り
、
今
ま
で
の
活
動
成

果
の
ま
と
め
と
今
後
の
展
望
を
検
討

す
る
節
目
の
年
に
な
る
。
評
価
を
実

施
し
報
告
書
の
作
成
を
通
し
て
、
今

後
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
。
共
有

林
の
た
め
の
苗
木
提
供
、
非
木
材
森

林
生
産
物
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
な
ど
、

従
来
の
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
共

有
林
の
公
的
認
知
を
受
け
る
作
業
に

重
点
を
置
き
た
い
。
女
性
た
ち
は
、

最
初
は
住
民
会
合
に
出
て
き
て
も
、

ほ
と
ん
ど
聞
き
役
だ
っ
た
が
、
徐
々

に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
男
性

た
ち
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
女
性
同

盟
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
通
じ

て
こ
の
流
れ
を
強
め
た
い
。

◎
農
村
開
発
【
ホ
ア
ビ
ン
省
一

’
二
・
８
軍
震
繍
雷
ｌ

今
年
度
は
少
数
民
族
（
ム
ォ
ン
）

の
人
々
を
対
象
と
し
た
、
北
部
山
岳

地
域
で
の
活
動
の
二
年
目
に
あ
た

る
。
村
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
も
活

発
に
な
っ
て
き
た
。
活
動
へ
の
負
担

も
含
め
、
住
民
が
公
平
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
念
頭
に
、
小
規
模
な
潅
概

整
備
（
補
修
と
建
設
）
を
実
施
し
た
。

同
時
に
、
村
の
主
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
多
様
化
を
目
指
し
た
複
合
農
業

（
水
稲
・
野
菜
・
果
樹
）
の
試
験
栽
培

と
牛
銀
行
、
草
の
根
獣
医
の
養
成
を

行
な
い
、
畜
産
の
振
興
に
も
力
を
入

れ
た
。

ｉ
二
○
．
一
零
厘
計
適
’

二
年
目
の
活
動
を
終
え
、
深
刻
で

あ
っ
た
食
糧
不
足
も
少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
小
規
模
な

潅
慨
整
備
を
行
な
う
と
共
に
、
複
合

農
業
へ
の
推
進
を
図
る
。
さ
ら
に
は

傾
斜
地
で
有
効
な
等
高
線
農
業
の
導

入
も
試
み
、
開
発
が
環
境
破
壊
へ
と

つ
な
が
ら
な
い
道
を
模
索
す
る
。
今

年
度
は
、
隣
の
村
へ
活
動
を
展
開
す

る
予
定
。
現
在
の
活
動
村
で
、
今
後

も
住
民
ら
の
手
に
よ
る
開
発
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評

価
を
行
な
い
、
活
動
の
有
効
な
手
段

を
住
民
と
共
に
考
え
て
い
く
。

◎
森
林
保
全
［
ソ
ン
ラ
省
】

’
二
○
．
○
曇
震
職
書
ｌ

ソ
ン
ラ
省
は
自
然
森
林
が
減
少
し

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
、
乱

伐
や
農
地
の
拡
大
な
ど
の
た
め
に
、

最
も
森
林
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

地
域
で
あ
る
。
自
然
資
源
の
持
続
的

管
理
、
特
に
森
林
保
全
や
植
林
活
動

割
は
生
計
の
安
定
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、

回
そ
の
達
成
は
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な

海
認
識
の
下
、
集
落
内
の
多
く
の
人
々

く
が
参
加
す
る
住
民
会
合
で
話
し
合
い

猿
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
苗
木
生
産

初
の
支
援
と
提
供
、
住
民
の
意
思
に
ょ

簿
る
住
民
が
管
理
す
る
共
有
林
作
り
、

◎
農
村
開
発
【
フ
エ
省
〕

Ｉ
ろ
。
○
鍵
麿
繍
誉
’

一
九
九
三
年
か
ら
開
始
し
た
フ
ェ

省
で
の
参
加
型
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
二
○
○
○
年
十
二
月
に
実

施
し
た
ビ
ン
フ
ン
社
で
の
活
動
終
了

評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
終
了
し

た
。
こ
の
七
年
半
の
活
動
は
農
業
の

改
善
・
研
修
な
ど
能
力
の
向
上
、
小

規
模
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
村
づ
く

り
委
員
会
（
集
落
か
ら
の
代
表
や
社

リ
ー
ダ
ー
、
男
女
同
数
で
構
成
）
と

共
に
進
め
て
き
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支
援

終
了
後
も
村
づ
く
り
委
員
会
が
牛
銀

行
・
回
転
資
金
・
苗
木
生
産
な
ど
い

く
つ
か
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
等
高
線
農
業
は
、
ア
ル
イ
郡
農
業
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◎
水
汲
み
場
改
善

’
一
・
・
○
章
震
璽
－

改
修
を
計
画
し
て
い
た
全
十
二
カ

所
の
水
汲
み
場
の
う
ち
、
残
っ
て
い

た
六
カ
所
の
工
事
を
し
、
全
て
の
水

汲
み
場
で
利
用
者
組
合
を
組
織
、
施

設
の
維
持
管
理
に
必
要
な
研
修
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
住
民
た
ち
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
に
備

え
、
行
政
担
当
者
を
実
際
に
現
地
に

同
行
さ
せ
て
、
利
用
者
へ
の
行
政
側

か
ら
の
支
援
体
制
作
り
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
共
同
で
開
催
し
た
。

’
二
・
ｇ
雲
震
誹
勧
ｌ

改
修
工
事
を
行
な
っ
た
全
十
二
カ

所
の
う
ち
、
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な

二
カ
所
の
問
題
を
地
元
行
政
と
協
力

し
な
が
ら
解
決
し
、
利
用
者
組
合
の

｛
新
活
動
可
能
性
調
査
｝

今
後
は
、
住
民
の
自
主
性
と
事
業

の
継
続
性
を
よ
り
重
視
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

主
導
で
事
業
を
運
営
す
る
こ
れ
ま
で

の
直
接
実
施
型
以
外
の
活
動
の
可
能

性
を
探
る
。
既
に
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
そ
の
活
動
方
針
や
状

況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
く
。

ぐ
に
あ
た
り
、
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に

必
要
な
資
機
材
も
各
関
連
機
関
へ
公

正
、
正
確
に
引
き
渡
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
話
し
合
い
を
持
ち

な
が
ら
適
正
な
手
続
き
を
踏
ん
で
引

渡
し
作
業
を
行
な
っ
て
い
く
。
現
行

事
業
終
了
に
伴
い
、
経
費
を
最
小
限

に
押
さ
え
る
た
め
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
事

務
所
を
縮
小
す
る
。

今も土壌浸食のすすむ大地（バル八ツト郡）

２０００ ２００７「」
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◎
環
境
・
農
業
分
野
に
お
け
る

新
活
動
調
査

’
二
・
・
○
阜
鳥
誉
ｌ

既
に
現
地
行
政
へ
引
き
継
い
だ
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
（
森
林
農

業
）
活
動
を
活
か
せ
る
、
環
境
・
農

業
分
野
で
の
新
活
動
を
探
っ
た
。
こ

の
活
動
の
進
捗
状
況
の
確
認
作
業
を

通
じ
て
、
郡
役
場
・
郡
農
業
事
務
所

と
話
し
合
い
を
持
っ
た
が
、
自
主
運

営
が
で
き
て
い
る
当
活
動
の
フ
ォ

ロ
ー
を
優
先
し
、
新
規
事
業
を
今
年

度
中
に
開
始
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

と
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ
の
結
論
を

受
け
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
主
導
に
よ
る
新
規
事

業
を
開
始
す
る
こ
と
は
地
域
の
新
た

な
依
存
体
質
を
生
み
か
ね
な
い
と
の

懸
念
も
あ
り
、
同
地
域
で
の
新
規
事

業
計
画
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し

た
。 る

中
心
地
の
村
で
は
改
修
で
き
る
よ

う
な
泉
が
周
囲
に
な
い
た
め
、
当
地

で
の
清
潔
な
水
の
確
保
の
方
策
を
郡

役
場
、
県
水
資
源
課
と
と
も
に
探
っ

た
。
ま
ず
、
物
理
探
査
と
技
術
調
査

を
行
な
い
、
次
に
地
元
行
政
と
共
同

で
社
会
経
済
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
調
査
の
結
果
、
設
置
を
検
討

し
て
い
た
深
井
戸
の
維
持
管
理
体
制

に
関
す
る
懸
念
な
ど
が
多
く
あ
り
、

持
続
性
が
確
保
で
き
な
い
と
判
断
。

ま
た
、
建
設
に
関
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア

行
政
側
の
予
算
も
見
送
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
は
こ
の
事
業

を
行
な
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

維
持
管
理
体
制
と
行
政
か
ら
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
最
終
確
認
し
た
上
で

事
業
を
完
了
す
る
。
こ
の
事
業
の
効

果
は
、
泉
の
水
量
向
上
と
安
定
が
確

保
さ
れ
る
と
い
う
物
理
的
な
面
だ
け

で
は
な
い
。
組
織
さ
れ
た
利
用
者
組

合
を
中
心
に
井
戸
・
手
押
し
ポ
ン
プ

を
自
分
た
ち
で
維
持
管
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
問
題
解
決
に
対
す
る
自
主

性
を
育
て
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の

よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、
そ
の
地
域

の
他
の
問
題
に
も
主
体
的
に
取
り
組

む
よ
う
な
姿
勢
が
育
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

◎
水
分
野
に
お
け
る
新
活
動
調
査

’
二
○
○
・
蒙
塵
騨
言
ｌ

バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
高
原
台
地
上
に
あ

エ
チ
オ
ピ
ア

地
域
の
主
体
性
を
育
む

こ
こ
数
年
来
の
天
候
の
不
順
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
深
刻
な
食
糧
不
足
に

直
面
し
て
い
た
が
、
二
○
○
○
年
の
小
雨
季
は
比
較
的
順
調
で
最
悪
の
状
況
は

免
れ
た
。
し
か
し
、
天
候
不
順
は
ま
た
い
つ
や
っ
て
く
る
と
も
限
ら
ず
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
決
し
て
楽
観
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
食

糧
不
足
に
対
す
る
救
援
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
や
各
援
助
機

関
は
環
境
劣
化
を
食
い
止
め
る
た
め
の
開
発
活
動
に
も
重
点
を
お
く
よ
う
に

な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
住
民
、
現
地
行
政
（
郡
役
場
、
県
水
資
源
課
）
と
と
も
に
、
バ

ル
八
ツ
ト
郡
で
清
潔
な
水
の
確
保
と
給
水
施
設
維
持
管
理
の
仕
組
み
作
り
に
取

り
組
ん
だ
・
そ
れ
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
自
ら
の
手
で
対
処
し
て
い
け
る
よ
う
な
主
体
性
と
自
信
を
強
く
も
て
る
こ
と

が
ね
ら
い
。

二
○
○
｜
年
度
、
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
バ
ル
八
ツ
ト
郡
で
の
事
業
を
全

て
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
の
事
業
持
続
性
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
残
っ
て
い
る
問
題
の
解
決
や
今
後
の
体
制
な
ど
に
つ
い
て
最
終
確
認
作

業
を
行
な
っ
た
上
で
、
バ
ル
八
ツ
ト
郡
か
ら
撤
退
す
る
。
同
時
に
、
他
の
地
域

で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
方
針
と
共
通
し
た
考
え
で
活
動
し
て
い
る
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
調

査
し
、
共
同
で
の
事
業
実
施
が
可
能
か
ど
う
か
を
探
る
。

◎
そ
の
他
二
○
○
一
年
度
計
画

〔
事
業
資
機
材
の
引
渡
し
一

バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
で
の
事
業
を
地
元

住
民
と
行
政
機
関
へ
完
全
に
引
き
継



◎
農
村
開
発

’
二
・
・
・
隼
震
繍
慧
ｌ

東
ケ
ー
プ
州
カ
ラ
地
区
の
現
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
カ
ル
サ
」
と
協
力
し
、
村
人

を
対
象
と
し
た
自
然
農
業
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

な
っ
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
に

’
二
・
・
一
軍
属
諭
画
’

二
○
○
一
年
十
二
月
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
終
了
す
る
た
め
、
高
等
技
術

学
校
な
ど
で
昨
年
度
か
ら
鯉
挫
続
し
て

学
ぶ
難
民
を
中
心
に
百
二
十
人
を
支

援
し
て
い
く
。
ま
た
、
九
七
年
よ
り

実
施
し
て
き
た
難
民
の
英
語
教
室
、

裁
縫
教
室
も
二
○
○
二
年
か
ら
は
難

民
自
身
が
担
え
る
よ
う
、
今
年
か
ら

運
営
は
難
民
で
あ
る
教
師
た
ち
に
任

せ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
施

設
整
備
な
ど
側
面
的
に
支
援
し
て
い

く
。
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◎
職
業
訓
練

’
二
・
・
．
爆
虞
鶏
雷
ｌ

ア
ン
ゴ
ラ
、
コ
ン
ゴ
、
ル
ワ
ン
ダ
、

ソ
マ
リ
ア
な
ど
内
戦
が
続
く
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
の
難
民
二
百
九
十
人
に

対
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
）
と
協
力
し
、
高

等
技
術
学
校
や
職
業
訓
練
学
校
で
学

ぶ
た
め
の
奨
学
金
を
支
給
し
た
。
専

門
家
が
不
足
し
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
会
計
管
理
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
工
学
）

な
ど
の
分
野
が
多
い
。
二
○
○
○
年

末
に
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
活
動
を
委
譲
す

る
よ
う
計
画
し
て
い
た
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
内
で
の
予
算
確
保
が
難
し
い
た

め
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
現
行
の
生
徒
が
卒
業

す
る
二
○
○
一
年
末
ま
で
継
続
し
て

実
施
し
、
そ
の
後
一
旦
終
了
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

１０

蕊
ア
フ
リ
カ

農
村
に
軸
足
を
移
し
て

一
九
九
四
年
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
か
ら
民
主
化
し
た

後
、
新
し
い
法
律
や
政
策
が
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
困
難

を
強
い
ら
れ
て
き
た
人
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
内
戦
が
続
く
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
難
民
流
入
に
対
す

る
的
確
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
難
民
や
農
民
、
ス
ラ
ム
住

民
が
自
立
に
向
け
て
必
要
な
技
術
や
知
識
、
経
験
を
得
て
、
自
分
た
ち
で
地
域

の
活
動
を
担
っ
て
い
く
よ
う
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

難
民
へ
の
支
援
は
、
二
○
○
｜
年
末
で
終
了
し
、
農
村
で
の
活
動
に
重
点
を

移
し
て
い
く
時
期
と
な
る
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
土
地
の
収
奪
だ
け
で
な

く
、
鉱
山
へ
の
労
働
力
吸
収
や
白
人
農
業
・
経
済
へ
の
依
存
が
作
ら
れ
、
農
耕

や
牧
畜
で
生
き
て
い
た
村
人
の
た
ち
の
生
活
が
急
激
に
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
民

主
化
後
も
、
農
村
の
復
興
は
も
っ
と
も
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
村
で
農
業
に

携
わ
る
意
欲
の
あ
る
人
々
の
知
恵
や
力
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
C

テボホ障害児ホームの子どもたち

畑にマルチ（枯れ草で土を覆う）をする村人（東ケープ州カラ地区）

衰
退
し
た
農
業
を
復
興
さ
せ
、
自
給

を
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
セ
ヵ
村
の
共
同
菜
園
お
よ
び
各

家
庭
の
畑
で
、
堆
肥
や
混
作
、
マ
ル

チ
に
よ
る
土
壌
改
善
、
た
め
池
や
等

高
線
沿
い
の
溝
に
よ
る
雨
水
の
確
保

な
ど
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
指
導
す

る
テ
ィ
ム
さ
ん
は
、
「
教
え
る
の
で

は
な
く
、
伝
統
的
農
業
や
自
然
と
の

関
係
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
」
と
い

う
姿
勢
で
村
人
の
知
恵
や
経
験
を
引

き
出
し
て
い
る
。

’
二
○
・
一
隼
虞
計
画
ｌ

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
自
然
農

業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
村
で

広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
や
村
人
自
身
が
計
画
づ

く
り
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
く
体
制
を
作
る
。
ま
た
、
自
分
の

畑
で
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
村
人

た
ち
が
、
実
践
を
有
効
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
。
牧
草
地
で
の

無
秩
序
な
放
牧
が
土
壌
流
出
の
最
大

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

管
理
に
つ
い
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
村
人

間
の
協
力
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
く
。

◎
子
ど
も
の
教
育

’
二
ｃ
８
皆
禰
琶
ｌ

ハ
ウ
テ
ン
州
ソ
ウ
ェ
ト
地
区
フ
ァ

イ
ン
タ
ウ
ン
・
ス
ラ
ム
に
あ
る
ブ
ヤ

ニ
小
学
校
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し

て
き
た
。
施
設
整
備
や
人
材
育
成
面

で
成
果
が
見
ら
れ
、
州
の
教
育
省
と

の
協
力
体
制
も
確
立
で
き
た
た
め
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
の
支
援
は
今
年
度
を

も
っ
て
終
了
し
た
。
新
た
に
オ
レ
ン

ジ
フ
ァ
ー
ム
地
区
に
あ
る
テ
ボ
ホ
障

害
児
ホ
ー
ム
へ
の
支
援
を
開
始
し

た
。
ブ
ヤ
ニ
小
学
校
と
同
じ
く
住
民

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
施
設
改

善
に
協
力
し
た
。

‐
二
○
・
一
蒙
属
謙
而

テ
ボ
ホ
障
害
児
ホ
ー
ム
は
、
破
れ

た
ト
タ
ン
づ
く
り
の
建
物
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
健
康
的
に
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
三
十

二
床
の
ベ
ッ
ド
や
キ
ッ
チ
ン
が
入
る

新
し
い
建
物
の
建
設
を
行
な
い
、
今

年
度
中
に
完
成
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
建
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
わ
る

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
地
域
の
失

業
青
年
に
建
設
技
術
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
州
の
福
祉
省
や
保
健
省
と
の
協
力

体
制
づ
く
り
で
も
支
援
を
継
続
し
て

い
く
。
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ベツレヘムの難民キャンプでの折り紙教室

◎
教
育
・
文
化
支
援

’
二
・
○
・
隻
虞
篤
書
ｌ

子
ど
も
平
和
図
書
館
で
は
子
ど
も

た
ち
が
本
を
楽
し
む
習
慣
が
で
き
、

現
地
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
も
環
境
や

「
協
力
」
を
題
材
に
教
室
を
運
営
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
年
に
続
き

原
爆
を
テ
ー
マ
に
平
和
を
訴
え
る

「
ノ
ー
・
モ
ア
・
ウ
ォ
ー
」
展
を
、
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
開
催
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
信
頼
関
係
も
で
き
た
。
情

勢
悪
化
に
よ
る
事
務
所
閉
鎖
中
も
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
声
を
現
地
に

届
け
た
り
、
短
期
で
現
地
を
訪
問
し

た
り
し
て
支
援
を
継
続
。
ま
た
、
江

戸
糸
操
り
人
形
の
公
演
を
紛
争
中
の

活
動
地
で
も
実
施
し
た
。
国
内
の
開

発
教
育
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
「
パ
レ

ス
チ
ナ
の
箱
」
教
材
を
完
成
。

の
プ
ロ
セ
ス
が
前
進
し
た
。
し
か
し

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
干
ば
つ
、
冬

の
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
を
下
回
る
寒
さ

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
。
Ｊ
Ｖ

ヴ、

の

i悪

パ
レ
ス
チ
ナ

紛
争
の
中
の
子
ど
も
た
ち

イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
あ
り
、
面
積
六
千
百
七
十
平
方
キ
ロ
、
人
口
約
三
百

万
人
。
一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
に
闘
い

が
続
い
た
が
、
九
三
年
に
オ
ス
ロ
和
平
合
意
が
結
ば
れ
、
翌
年
か
ら
部
分
的
に

暫
定
自
治
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
二
○
○
○
年
七
月
米
国
主
導
の
和
平
交
渉
が

最
終
段
階
を
迎
え
た
が
、
問
題
解
決
の
難
し
さ
が
改
め
て
表
面
化
し
、
交
渉
は

決
裂
。
九
月
末
シ
ャ
ロ
ン
・
リ
ク
ー
ド
党
首
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
の
聖
地
訪
問
を

巡
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
で
の
衝
突
が
起
き
、
十
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

現
地
事
務
所
を
一
時
閉
鎖
し
た
。
｜
月
に
活
動
を
再
開
し
、
長
引
く
紛
争
や
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
失
望
感
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
自
治
区
封
鎖
な
ど
の
厳
し
い

条
件
の
中
、
エ
ル
サ
レ
ム
子
ど
も
平
和
図
書
館
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
遊
牧
民
地

区
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
場
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
平
和
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
教
育
支
援

を
行
な
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
将
来
の
パ
レ
ス
チ
ナ
社
会
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、
紛
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
予

定
外
の
展
開
と
な
っ
た
活
動
を
軌
道
に
戻
す
。
あ
わ
せ
て
、
紛
争
下
で
の
子
ど

も
の
り
八
ビ
リ
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
地
元
団
体
へ
、
積
極
的
に
協
力
す
る
体

制
を
作
る
。

且

戸戸１
_齢

冷
静
か
つ
継
続
的
な
状
況
の
把
握
を

託
．
穂
・
↓
｜
、
、

江戸糸操り人形公演。遊牧民（ベドウィン）地区にて

割

２０００‐２００７

霞箪
’
二
・
○
一
雲
霞
計
．
ｌ

紛
争
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
与
え

る
影
響
に
配
慮
し
、
特
に
音
楽
や
芸

術
の
効
果
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
安
ら
ぎ
と
楽
し
み
を
与
え
な
が

ら
平
和
を
共
に
考
え
て
い
く
。
音
楽

の
専
門
家
を
派
遣
し
て
音
楽
教
室
や

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
現
地
の
子
ど

も
た
ち
の
声
や
絵
画
を
日
本
に
紹
介

し
て
、
双
方
で
平
和
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
。

図
書
館
を
中
心
と
し
た
活
動
の
二

年
目
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
教
育

手
法
の
研
究
や
教
材
の
製
作
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
発
な
ど
の
成
果
を

ま
と
め
、
平
和
図
書
館
と
し
て
の
意

義
を
明
確
に
し
、
今
後
へ
つ
な
げ

る
。
市
民
が
平
和
を
作
る
と
い
う
意

識
に
立
っ
て
「
ノ
ー
・
モ
ア
・

ウ
ォ
ー
」
展
を
今
年
も
開
催
。

◎
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

’
二
・
・
○
零
属
擢
蓋
ｌ

朝
鮮
半
島
で
は
六
月
の
南
北
首
脳

会
談
実
現
を
頂
点
に
、
緊
張
緩
和
へ

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
緊
急
状
況
に
お
い
て
関
わ
っ
て
き
た
各
地
域
に
お
い

て
、
今
後
の
中
期
的
な
関
わ
り
方
を
検
討
す
べ
く
、
情
勢
の
把
握
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
東
チ
モ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
ま
ず
緊
急
段
階
で
の
給
水
施
設
の
復
旧

支
援
が
一
段
落
し
た
。
ま
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
は
、
和
平
、
融
和
の
行
方
が

混
沌
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
状
況
を
見
守
る
こ
と
に
専
念
し
て
き
た
。
北

朝
鮮
に
関
し
て
は
継
続
的
に
訪
問
し
つ
つ
、
ま
ず
は
子
ど
も
か
ら
子
ど
も
へ
の

交
流
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
関
係
を
広
げ
て
い
る
。

二
○
○
｜
年
度
も
引
き
続
き
、
北
朝
鮮
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル

等
で
の
活
動
・
調
査
を
続
け
る
。
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
チ
モ
ー
ル
に

お
い
て
は
、
憲
法
や
各
種
法
律
が
出
来
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
市
民
社
会

の
関
わ
り
に
着
目
し
つ
つ
、
国
の
成
立
過
程
に
お
け
る
外
部
か
ら
の
「
援
助
」

の
影
響
に
つ
い
て
評
価
、
分
析
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
情
報
を

共
有
す
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
関
し
て
は
、
夏
に
現
地
で
紛
争
問
題
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
北
朝
鮮
の
関
係
で
は
、
引
き
続

き
子
ど
も
の
絵
画
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
以

下
、
各
地
域
別
の
報
告
及
び
計
画
で
あ
る
。
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現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
全
体
で
共
有
す
る
と
と

も
に
、
十
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

支
援
国
会
合
に
向
け
て
、
各
援
助
国

や
国
際
機
関
と
の
対
話
を
持
つ
。

◎
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
洪
水
災
害

二
○
○
○
年
二
月
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
南
部
を
襲
っ
た
大
洪
水
に
対
し
、

復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
、

約
二
百
五
十
の
個
人
と
団
体
か
ら
約

七
百
五
十
万
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

た
。
リ
ン
ポ
ポ
川
河
口
で
イ
ギ
リ
ス

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
、
生
活
必
需

品
セ
ッ
ト
を
配
布
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
ガ
ザ
州
チ
ブ
ト
郡
の
三
村
で

被
災
者
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
食
糧
支
援
を
行
な
っ
た
。
ま

た
、
農
業
復
興
の
た
め
に
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
種
子
を
千
五
百
世
帯
に
配

布
、
さ
ら
に
本
格
的
な
耕
作
期
に
向

け
て
の
二
回
目
の
種
子
配
布
と
い
っ

た
救
援
活
動
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、

二
○
○
一
年
二
月
に
襲
っ
た
中
部
洪

水
に
対
し
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
し
て

食
糧
支
援
を
行
な
っ
た
。

Ｃ
な
ど
四
団
体
で
構
成
す
る
「
Ｋ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
Ａ
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
子
ど
も
の
施
設
を
中
心
と
し

て
、
栄
養
食
を
支
援
し
た
ほ
か
、
十

一
月
と
二
月
に
は
食
用
油
を
二
ト
ン
と

砂
糖
を
約
一
ト
ン
の
支
援
を
行
な
っ

た
。
ま
た
三
月
の
訪
朝
時
に
は
、
大

阪
の
小
学
生
か
ら
「
し
あ
わ
せ
宅
配

便
」
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
文
房
具
等

を
、
人
民
学
校
新
一
年
生
へ
の
入
学

祝
い
と
し
て
持
参
し
た
。

六
月
末
に
は
、
国
連
機
関
や
各
国

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
北
朝
鮮
人
道
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
う
「
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ
人
道
支
援

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
」
を
東
京
で
開
催

し
た
。
日
本
の
実
行
委
員
会
十
六
団

体
の
ほ
か
、
国
連
機
関
・
欧
米
・
韓

国
な
ど
か
ら
約
二
十
五
団
体
の
参
加

が
あ
っ
た
。

’
二
画
・
一
零
厘
計
画
山

食
糧
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
た
平
壌
市
内
の
小
学
校

と
の
絵
画
交
流
や
、
農
村
部
訪
問
を

継
続
す
る
。
国
内
で
は
、
六
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
日
本
・
韓
国
・
北
朝

’
二
８
・
零
属
編
書
’

一
九
九
九
年
十
一
月
及
び
二
○
○

○
年
二
月
の
現
地
訪
問
、
調
査
に
基

づ
き
、
破
壊
さ
れ
た
給
水
施
設
の
復

旧
を
、
現
地
で
活
動
す
る
オ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ム
を
通
じ
て
行
な
う
こ
と
を
決

定
し
た
。

対
象
地
域
は
、
東
チ
モ
ー
ル
の
中

で
も
最
も
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
オ
イ
ク

シ
県
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
状
況
が

深
刻
な
リ
キ
シ
ャ
県
の
二
地
域
。
資

材
の
購
入
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
た

が
、
十
二
月
の
中
旬
ま
で
に
は
、
各

鮮
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
集
め
た
絵

画
展
「
南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
と
も

だ
ち
展
」
を
コ
ン
サ
ー
ト
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
が
朝
鮮
半
島
に
関
心
を
持

つ
契
機
と
す
る
。
ま
た
、
六
月
中
旬

に
は
、
昨
年
の
国
際
会
議
の
フ
ォ

ロ
ー
ァ
ッ
プ
が
韓
国
で
開
催
さ
れ
る

た
め
、
こ
れ
に
出
席
し
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
協
力
関
係
を
深
め
る
。

◎
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

Ｉ
二
・
○
・
隻
震
蕊
慧
ｌ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
空
爆
か
ら
関
わ
っ
た

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
二
年
目
と
し
て
、

連
邦
側
（
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ

巳
と
コ
ソ
ボ
側
に
お
け
る
紛
争
の

停
止
と
、
政
治
的
平
穏
や
社
会
・
経

済
的
安
定
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
難

民
や
子
ど
も
、
民
主
化
等
に
関
わ
る

活
動
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
行
動
基
準
に
照
ら

し
、
持
続
的
に
展
開
す
る
と
同
時

に
、
紛
争
と
平
和
に
関
す
る
調
査
研

究
・
政
策
提
言
を
充
実
さ
せ
た
。

特
に
①
メ
デ
ィ
ア
に
載
ら
な
い
独

自
の
情
報
収
集
と
発
信
、
②
メ
デ
ィ

ェ
ー
タ
ー
機
能
、
③
政
策
提
言
、
④

交
流
事
業
の
拡
大
、
の
四
つ
に
重
点

を
お
い
て
、
調
査
研
究
・
政
策
提
言

と
の
連
携
を
図
っ
た
。
現
地
で
は
、

大
統
領
選
に
よ
る
新
政
権
の
発
足
、

前
大
統
領
の
逮
捕
と
い
う
民
主
化
が

進
む
一
方
で
、
セ
ル
ビ
ア
南
部
、
マ

ヶ
ド
ニ
ァ
で
の
武
装
勢
力
の
攻
撃
や

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
情
勢
が
不
安
な
要
素

と
し
て
残
っ
た
。

’
二
画
・
一
重
塵
計
画
ｉ

緊
急
対
応
の
観
点
か
ら
、
継
続
的

に
現
地
市
民
社
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
「
平
和

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
夏
に
現
地
で

地
域
の
中
心
部
と
周
辺
地
域
の
大
半

部
で
上
流
か
ら
の
導
水
パ
イ
プ
の
設

置
を
終
え
、
街
の
中
で
の
給
水
が
可

能
に
な
っ
た
。

今
回
復
旧
し
た
導
水
ラ
イ
ン
の
長

さ
は
、
リ
キ
シ
ャ
県
、
リ
キ
シ
ャ
市

（
人
口
七
千
八
百
七
十
六
）
で
約
二

千
腕
。
同
県
マ
ウ
バ
ラ
地
区
（
人
口

一
万
百
六
十
）
の
五
千
二
百
脚
。
ま

た
飛
地
の
オ
イ
ク
シ
県
（
人
口
四
万

四
千
八
百
五
十
四
）
で
は
、
導
水
ラ

イ
ン
総
延
長
六
千
四
百
五
十
脚
の
約

五
○
％
に
あ
た
る
、
三
千
二
百
五
十

メ
ート
ル
の
再
敷
設
及
び
井
戸
、
ハ
ン
ド
ポ

ン
プ
の
設
置
を
行
な
い
、
人
々
が
多

様
な
水
源
を
持
つ
こ
と
で
、
乾
季
に

お
け
る
渇
水
や
衛
生
状
況
の
悪
化
を

予
防
す
る
対
策
を
と
っ
た
。

ｌ
言
○
一
隻
震
計
画
ｌ

給
水
施
設
の
復
旧
支
援
を
中
心
と

し
た
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
の
中
で
、

外
部
か
ら
の
「
援
助
」
の
あ
り
方
に

つ
い
て
様
々
な
問
題
が
見
え
て
き

た
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
東
チ
モ
ー
ル

の
人
々
が
中
心
と
な
っ
た
国
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
不
可
欠
な
の
は
、
彼

ら
自
身
が
外
国
か
ら
の
「
援
助
」
に

関
し
て
、
受
け
身
に
な
ら
な
い
よ

う
、
そ
の
方
針
や
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
の
情
報
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
今
年
、
現
地
で
「
援
助
」
の

実
態
調
査
を
進
め
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

ラ
オ
ハ
ム
ト
ゥ
ッ
ク
や
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
協
議
体
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ

ム
ら
と
協
力
し
、
一
般
に
「
人
道
援

助
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
実
態
と
効

果
、
そ
し
て
東
チ
モ
ー
ル
の
行
政
機

構
の
成
立
過
程
に
与
え
る
影
響
な
ど

に
関
す
る
評
価
活
動
を
実
施
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
を
、

開
催
し
、
世
界
の
平
和
と
紛
争
問
題

を
考
え
る
場
と
す
る
。
国
内
で
は
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
観
点
か

ら
、
紛
争
地
域
や
メ
デ
ィ
ア
報
道
の

問
題
を
立
体
的
に
連
続
公
開
勉
強
会

で
扱
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
緊
急
対
応
の
地
域
に
関
わ
る
他

の
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
継
続
的
に

協
力
し
て
、
実
働
と
調
査
研
究
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
視

点
を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
。

◎
東
チ
モ
ー
ル

再び使えるようになった公共水道（オイクシ県）



考
察
す
る
た
め
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
経
験
を
ま

と
め
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、
政
府
レ
ベ
ル

で
の
平
和
構
築
促
進
の
動
き
に
関
わ

り
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
反
映

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
日
加
平
和
構

築
合
同
レ
ビ
ュ
ー
に
参
加
し
、
カ
ナ

ダ
の
平
和
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学

び
な
が
ら
、
報
告
書
を
通
し
て
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
紛
争
を
助
長
し
な
い
よ
う
に
、

「
平
和
配
慮
」
を
徹
底
す
べ
き
と
の

提
言
を
日
本
政
府
に
行
な
っ
た
。

題
提
起
を
行
な
っ
て
い

く
。
特
に
、
「
貧
困
削
減
」

や
「
農
村
金
融
」
に
焦
点

を
当
て
て
い
く
。
具
体

的
に
は
、
世
界
銀
行
や

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、
そ

し
て
日
本
政
府
が
行
な

お
う
と
し
て
い
る
「
貧

困
削
減
」
政
策
に
つ
い

て
の
分
析
や
、
一
九
九

八
年
度
に
タ
イ
で
行

な
っ
た
農
村
金
融
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
問

題
意
識
を
切
り
口
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
で
の
農
村
金
融

に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
な
っ
て
い
く
。

◎
平
和
構
築

’
二
○
○
○
年
度
報
告
ｌ

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
外
交
の
接

近
を
如
実
に
示
す
の
が
、

「
紛
争
と
開
発
」
で
あ

る
。
一
昨
年
前
、
カ
ナ
ダ

か
ら
紹
介
さ
れ
た
「
平

和
構
築
」
と
い
う
概
念

を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
視
点
か
ら

２０００‐２００７
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◎
メ
コ
ン
開
発

’
二
○
・
・
隻
震
識
雷
ｌ

メ
コ
ン
河
流
域
諸
国
の
市
場
経
済

化
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
地
域

の
現
在
の
課
題
と
、
そ
れ
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
の
活
動
を
日
本
社

会
に
紹
介
す
る
と
い
う
市
民
教
育
を

目
的
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
た
。
現
地
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら

は
十
五
名
、
一
般
聴
取
者
は
二
日
間

で
約
百
九
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

参
加
者
の
多
く
が
、
メ
コ
ン
地
域
の

課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

だ
っ
た
と
の
評
価
。
参
加
し
た
関
係

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
化
さ
れ

た
。
現
場
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
引

き
続
き
、
こ
の
地
域
の
問
題
を
市
民

と
議
論
す
る
場
を
提
供
し
て
い
く
。

・霊~鞠．‐零

雲
蕊

一苧鎧遥

、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

誰
の
た
め
の
援
助
・
開
発
か
？

メ
コ
ン
流
域
諸
国
の
市
場
経
済
化
が
進
み
、
大
型
開
発
に
よ
る
環
境
や
人
権

へ
の
脅
威
が
続
い
て
い
る
。
同
地
域
の
主
要
支
援
国
で
あ
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

対
す
る
、
現
地
及
び
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

｜
方
、
日
本
で
は
公
共
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
削

減
論
が
飛
び
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
「
日
本
の
顔
」
を
積
極
的

に
見
せ
る
た
め
、
円
借
款
と
対
中
国
経
済
開
発
政
策
の
懇
談
会
を
設
置
し
、
経

済
的
見
返
り
と
ア
ジ
ア
外
交
戦
略
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
位
置
付
け

た
。
ま
た
「
紛
争
と
開
発
」
な
ど
、
よ
り
直
接
的
に
国
際
貢
献
で
き
る
取
り
組

み
も
模
索
し
始
め
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
外
交
政
策
、
国
益
と
の
関
係
の
明
確
化
を
図
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
策
協
議
の
場
を
活
用
し
て
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
情
報
を

現
場
や
国
際
社
会
に
伝
え
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

メ
コ
ン
流
域
諸
国
で
の
、
具
体
的
な
開
発
の
脅
威
に
対
し
て
問
題
提
起
す
る

一
方
で
、
「
平
和
構
築
」
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
の
契
機
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
「
人
々
と
暮
ら
し
に
安
心
を
与
え
る
援
助
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の

世
論
喚
起
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
の
機
運
を
つ
く
っ
て
い
く
。

▲

巻

鯵1k墾

鋳

’
一
○
○
一
…
Ｊ

昨
年
に
引
き
続
き
、
農
村
へ
の
市

場
経
済
化
や
大
型
開
発
の
影
響
を
モ

ニ
タ
ー
し
、
日
本
政
府
に
対
し
て
問

■

一
一
一
蕊
●

カナダの平和構築支援｡村人と土地区分の問題を話
し合う現地ＮＧＯ（グアテマラ）

ま
た
、
国
内
で
、
開
か
れ
た
議
論
の

場
を
つ
く
る
た
め
に
、
勉
強
会
や
報

告
会
を
行
な
い
、
関
心
を
持
つ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
市
民
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
く
。

◎
政
策
協
議

園
Ｊ
二
回
国
画
軍
属
蕊
書
‐

旧
財
務
省
、
外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
の
政
策
協
議
に
参
加
。
開
発
協
力
を

別
実
践
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
現
場
か
ら

、
の
情
報
を
ベ
ー
ス
に
質
問
・
対
話
・

加
提
言
を
行
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

誰
財
務
省
と
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
世
銀

紺
の
働
き
か
け
で
進
め
ら
れ
て
い
る

憎
「
貧
困
削
減
戦
略
」
づ
く
り
に
お
け

ム
る
住
民
参
加
の
問
題
、
外
務
省
と

”
は
、
国
別
援
助
計
画
に
つ
い
て
意
見

赤
交
換
を
行
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ

わ
れ
ら
の
政
策
協
議
の
結
果
を
、
関
係

幻
す
る
現
地
及
び
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
も
図
っ
た
。

’
二
・
○
一
重
痩
諦
．
ｌ

こ
れ
ま
で
参
加
し
て
き
て
い
る
定

期
協
議
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
国

際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
と
の
定

期
協
議
が
始
ま
る
。
多
様
化
す
る
政

策
協
議
を
、
よ
り
一
層
戦
略
的
に
活

用
し
て
い
く
。
他
の
政
策
提
言
型
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
議
題
と
す
る
課
題
を
学
び
つ

つ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
独
自
に
現
場
及

び
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
情
報
を
ベ
ー

ス
に
、
現
地
調
査
や
研
究
分
析
に

よ
っ
て
提
言
を
作
成
し
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革

を
促
し
て
い
く
。
「
貧
困
削
減
」
、
「
農

村
金
融
」
、
「
紛
争
と
開
発
」
な
ど
を

主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
開
発
協
力
型

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
比
較
優
位
を
明
確
に
し
つ

つ
、
積
極
的
な
意
見
交
換
、
政
策
提

言
を
行
な
う
。

鰯
認
持
》

’
二
・
○
一
…
ｌ

今
年
度
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
経
験
を

「
平
和
構
築
」
の
観
点
か
ら
ま
と
め

る
調
査
研
究
を
進
め
、
報
告
書
を
年

末
ま
で
に
作
成
す
る
。
ま
た
、
日
加

合
同
レ
ビ
ュ
ー
に
引
き
続
き
参
加

し
、
政
府
が
「
平
和
構
築
」
を
ど
の

よ
う
な
方
向
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
モ
ニ
タ
ー
し
つ
つ
、
紛
争
影

響
評
価
な
ど
の
手
法
の
開
発
に
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。
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謂発教育教材「パレスチナの箱」の中身
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JVC２０周年記念ディベートゲーム「ＮＧＯの支援活動は役に立っているか」に２００人近い方々が参加

爵

LIAﾛｷ四.

灘轄翻.籍

’
二
・
・
．
雲
虞
霜
蓋
’

二
十
周
年
記
念
企
画
と
し
て
会
員

総
会
の
日
の
午
後
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

ゲ
ー
ム
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行

な
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
賛
同

派
・
懐
疑
派
に
別
れ
て
論
じ
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
ゲ
ー
ム
は
好
評
で
、
二
百
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー

に
も
新
旧
の
支
援
者
百
七
十
人
が
集

ま
り
盛
況
で
あ
っ
た
。
他
に
二
十
周

年
を
記
念
し
て
『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
時
代
平

和
・
共
生
・
自
立
』
と
『
活
動
の
歩

み
』
の
出
版
並
び
に
ビ
デ
オ
「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
挑
戦
」
の
制
作
を
行
な
っ
た
。

会
員
と
の
交
流
会
を
兼
ね
て
札

幌
、
福
岡
、
横
浜
、
大
阪
で
地
方
講

座
を
開
催
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に

会
員
が
少
な
く
課
題
が
残
っ
た
。
ま

た
、
恒
例
の
「
会
員
の
つ
ど
い
」
は

徳
島
で
開
催
し
た
他
、
東
京
で
も

「
地
球
市
民
フ
ェ
ス
タ
」
の
自
主
企

画
と
し
て
ミ
ニ
会
員
の
集
い
を
開
催

し
た
。
一
昨
年
度
に
続
け
て
行
な
っ

係
の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。
自
治
体
等
の
企
画
に
講
師
を
派

遣
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
地
方
展
開

を
図
る
。
ま
た
、
分
か
り
や
す
い
広

報
を
目
指
し
て
機
関
紙
に
広
報
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
る
と
と
も
に
、
活
動

内
容
の
変
化
に
合
わ
せ
簡
単
明
瞭
な

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
制
作
す
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
人
と
動

物
を
テ
ー
マ
に
制
作
す
る
。
国
際
協

力
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
十
三
回
東
京

公
演
「
メ
サ
イ
ア
」
、
第
八
回
大
阪
公

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
制
定
な
ど
通
じ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
社
会
的
な
認
知
は
進
ん
で
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
は
じ
め
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
会
員
、
支
援
者
の
伸
び

悩
み
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
・
不
況
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
支
援
者
居
の

裾
野
が
広
が
ら
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
設
立
二
十
周
年
を
期
に
引
き
続
き
会
員
、
支
援
者
の
拡
大
に
努
力

す
る
と
同
時
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
二
十
周
年
記
念
の

各
種
の
企
画
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
支
援
し
続
け
て
く
れ
た
方
々
に
対
し
て
感

謝
の
意
と
支
援
継
続
の
お
願
い
を
強
調
し
た
。

鰯
内
活
動

二
十
一
年
目
を
迎
え
「
成
人
」
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

地
道
に
支
援
者
の
拡
大
に
努
め
ま
す

h

演
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
」
を

開
催
す
る
予
定
。
夏
・
冬
募
金
も
継

続
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
第
三
期
三

名
を
採
用
す
る
。

開
発
教
育
で
は
、
昨
年
制
作
し
た

「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
箱
」
を
実
用
化
す

る
た
め
に
実
践
例
を
ま
と
め
、
貸
し

出
し
で
き
る
形
に
整
え
る
。
ま
た
、

二
○
○
二
年
度
の
活
動
に
む
け
た
準

備
の
一
貫
と
し
て
計
画
し
て
い
る
、

ユ
ー
ゴ
で
の
平
和
セ
ミ
ナ
ー
に

「
箱
」
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
。

た
「
連
続
講
座
Ｖ
０
１
．
２
」
は
六

十
人
あ
ま
り
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
一
日
お
き
に
更

新
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
数

が
増
え
、
一
日
平
均
約
三
百
名
を
記

録
し
た
。

夏
募
金
は
増
、
ク
リ
ス
マ
ス
募
金

■

は
減
で
、
合
計
は
、
ほ
ぼ
例
年
並
み

を
維
持
し
た
。

二
○
○
○
年
度
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン

ダ
ー
「
市
場
彩
彩
」
の
販
売
部
数
も

ほ
ぼ
昨
年
並
み
と
な
っ
た
。
国
際
協

力
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
十
二
回
東
京

公
演
、
第
七
回
大
阪
公
演
で
と
も
に

「
メ
サ
イ
ア
」
を
演
奏
し
好
評
で

あ
っ
た
。
一
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
東
京
事

務
局
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
は
第
二
期

四
名
を
採
用
し
た
。

開
発
教
育
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を

題
材
に
教
材
（
箱
）
づ
く
り
を
行

な
っ
た
。
昨
年
八
月
に
は
制
作
グ

ル
ー
プ
の
先
生
方
と
取
材
の
た
め
パ

レ
ス
チ
ナ
ヘ
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
ー
を

行
な
い
、
平
和
を
テ
ー
マ
に
日
本
の

教
育
現
場
に
還
元
で
き
る
教
材
づ
く

り
の
た
め
の
取
材
を
行
な
っ
た
。
ま

た
、
今
年
二
月
に
は
、
完
成
し
た
教

材
の
お
披
露
目
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

’
二
・
．
一
葉
度
計
画
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
制
の
成
立
に
伴

い
、
税
の
優
遇
措
置
が
一
受
け
ら
れ
る

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て

申
請
す
る
か
否
か
の
議
論
を
行
な
う

が
、
そ
の
上
で
、
認
定
法
人
に
申
請

し
認
定
を
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
寄

付
金
に
対
す
る
税
の
減
免
の
メ
リ
ッ

ト
を
企
業
や
個
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

支
援
者
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
い

く
。
昨
年
に
続
き
連
続
講
座
を
秋
に
行

な
う
。
恒
例
の
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
つ
ど
い
」

は
関
東
地
域
で
開
催
す
る
予
定
。
ま

た
今
年
度
は
国
連
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

地
で
国
際
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

罰
和

魂f

i蕊＆鰐

r商

１



第
六
回
理
事
会
（
二
○
○
○
年
八
月
十
一
日
）

＊
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
加
の
是
非

＊
分
野
別
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

総会・蕊議会隷告
ＧＥＮＥＲＡＬＭＥＥＴｌＮＧＳＢＯＡＲＤＯＦＤｌＲＥＣＴＯＲＳＭＥＥＴｌＮＧＳ

二
○
○
一
年
六
月
十
六
日
（
土
）
、
江
東
区
亀
戸
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
二
回
会
員
総
会
を
開
催
し
た
。

午
前
中
は
議
事
を
行
な
い
、
午
後
は
分
科
会
形
式
で
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
昨
今
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在

意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
と
じ
っ
く
り
議
論
す
る

時
間
を
設
定
し
た
。
以
下
、
各
議
題
に
沿
っ
て
議
論

の
要
旨
を
報
告
す
る
。

●
第
二
回
会
員
総
会

◆
二
○
○
一
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案

計
画
に
つ
い
て
も
、
全
体
像
が
掴
め
る
よ
う
に
、

一
括
し
て
事
務
局
長
の
谷
山
が
提
案
を
説
明
。
こ
れ

に
対
し
て
、
活
動
を
支
え
る
会
員
を
増
や
す
た
め
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
会
員
担
当
の
中
山
か
ら
、
現
在
実
施
中

ま
た
は
準
備
中
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説

明
を
し
、
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
今
後
も
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
を
地
域
バ
ラ
ン
ス
よ
く
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
二
○
○
一
年
度
の
計

◆
二
○
○
○
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

副
代
表
の
磯
田
が
、
各
地
の
情
勢
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取

り
巻
く
環
境
に
関
す
る
全
体
像
を
述
べ
た
上
で
、
二

○
○
○
年
度
に
実
施
さ
れ
た
個
々
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
。
そ
の
中
で
、
最
近
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
、

外
務
省
や
財
務
省
、
日
本
国
際
協
力
銀
行
な
ど
と
の

定
期
協
議
の
内
容
や
情
報
の
還
元
の
仕
方
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
事
務
局
内
部
で
の
情
報
の
共
有
に

加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
こ
う
し
た
協
議
の

内
容
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
会
員
の
実
数
把
握
に
関
連
し
て
会
費
滞

納
者
へ
の
対
応
が
議
論
に
な
っ
た
が
、
事
務
局
側
で

さ
ら
に
き
め
細
か
い
対
応
を
再
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

決
算
報
告
で
は
、
予
算
対
比
や
前
年
度
比
な
ど
も

出
し
た
方
が
状
況
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
指
摘
を

受
け
、
来
年
以
降
総
会
資
料
と
し
て
用
意
す
る
方
向

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
点
を
確
認
し

た
上
で
二
○
○
○
年
度
報
告
及
び
決
算
報
告
は
承
認

さ
れ
た
。

ヘ

、

画
に
つ
い
て
も
予
算
と
併
せ
て
承
認
さ
れ
た
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
制
に
関
す
る
認
定
資
格
取
得

先
に
成
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
制
の
適
応
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
利
点
、
不
利
点
を
認
識
し

た
上
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
を
話
し

合
っ
た
。

争
点
と
し
て
は
、
認
定
基
準
の
厳
し
さ
と
寄
付
者

の
個
人
情
報
の
公
開
に
つ
な
が
る
懸
念
を
ど
う
考
え

る
か
な
ど
が
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

自
体
は
今
年
度
の
収
入
実
績
に
照
ら
し
て
資
格
取
得

の
た
め
の
認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
旨
説
明
し
、

ま
た
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
理
事
で
弁
護
士
で
も
あ
る
斉
藤
様

よ
り
、
寄
付
者
の
名
簿
公
開
に
つ
い
て
は
、
寄
付
す

る
側
の
判
断
の
問
題
で
あ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
判
断
基
準

に
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
、
会
員
の
方
々
か
ら
も
、
資
金
ソ
ー
ス
を
増

や
す
努
力
は
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

結
論
と
し
て
は
、
認
定
資
格
取
得
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
を
進
め
、
最
終
的
な
判
断
は
理
事
会
に
一
任

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

●
理
事
会

第
五
回
理
事
会
（
二
○
○
○
年
五
月
二
十
五
日
）

＊
一
九
九
九
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算

＊
二
○
○
○
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算

＊
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
課
題
と
取
り
組
み

＊
役
員
改
選

第
八
回
理
事
会
（
二
○
○
一
年
三
月
三
十
目

＊
二
○
○
一
年
度
活
動
計
画

＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
制

＊
エ
チ
オ
ピ
ア
事
業
の
継
続
問
題

第
七
回
理
事
会
（
二
○
○
○
年
十
二
月
十
五
日
）

＊
エ
チ
オ
ピ
ア
・
バ
ル
八
ツ
ト
か
ら
の
撤
退
問
題

＊
ベ
ト
ナ
ム
・
チ
ャ
ビ
ン
省
の
調
査
継
続
の
是
非

＊
南
ア
フ
リ
カ
・
難
民
支
援
ブ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
限
定
延
長
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ＴｈｅａｄｖａｎｔａgesanddisadvantagesofthenewNPO-SupportTax
Schemewereexplained,anditwasdiscussedwhetherJVCshoｕｌｄａｐｐｌｙ
ｆＯｒａｎＮＰＯｓｔａｔｕｓｏｒｎｏｔ・Themainconcemsarethatcriteriafbran

organizationtoacqulreanNPO-statusarerathersevere,andalsothat

donorinformationwouldhavetobedisclosedpartially・Regardingthe
formerpoint,JVCitselffulfillscriteriatogettheNPOstatusbasedonits
financialrecordRegardingthelatter,Ｍｒ・Saito,lawyerandalsoaboard

memberofJVC,advisedthatdonorscandecidethemselveswhetherthey

donateandtheirpersonalinformatlonwouldbedisclosed・Ｏｔｈｅｒｍｅｍ‐
berspresentatthemeetingalsopointedoutitisnecessarytomcrease
financialresourcesthroughsuchmesures､TherefOreitwasagreedthat
JVCwillconsiderpositivelytheapplicationfortheNPOstatus,andthat
ultimatedecisionwillbemadeintheBoard．

Tｈｅ２ｎｄＧｅｎｅｒａＩＭｅｍｂｅｒｓＩＭｅｅｔｉｎｇ

OnJunel6th(Sat),theSecondAnnualGeneralMembers'Meetingwasheld
attheKameidoCultureCenterofKoto-District,Tokyo・Agendasweredis‐
cussedandapprovedinthemommg,whiletheaftemoonsesslonwasdedi‐
catedtogroupdiscussioninordertotalkindepthaboutJVCprojects,the

changingroleofNGO,etc・
Thefbllowingisthesummeryofeachdiscusslon：

TheProjectReportandFinancialReportforthefiscalyear

２０００

Thevicepresidentlsodareportedonthegeneralsituationofeachproject

countryaswellasontheenvlronmentsurroundingNGOs,followedby

reportsoneachprojectimplementedinthefiscalyear2000・
Aquestionwasraisedregardingparticularlyactivenegotiationwith

institutionssuchasMinistryofForeignAffairs,MinistryofFinance,or
JapanBankoflnternationalCoOperation(JBIC).Itwasaskedwhatare
beingdiscussedandhowtheinformationgainediscirculatedandused,and

itwasdecidedthatinformationsharingwithinTokyoofficeanddissemma‐

tionthroughJVC1shomepagewouldbeimproved、
Therewasalsoadiscussionregardiｎｇｈｏｗｔｏｄｅａｌｗｉｔｈｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓ

ｗｈｏｈａvesuspendedtheirpayment・ItwasdecidedthatTokyoofficewill

lmproveitsmembermanagement・

Finally,itwaspointedoutthatthefinancialreportwillbeeasiertoread

withfinancialreportsfromlastseveralyearsforcomparlson,Itwasthen
agreedtoprepareabetterfbrmatofreportfromnextyearon、ＴｈｅproJect

reportandfinancialreportforthefiscalyear2000werebothapproved
withtheabovepointsclarifie｡．

BoardofDirectors

TheFifthBoardofDirectors（Ｍａｙ２５，２０００）

*Annualreportonactivitiesinthefiscal2000
*Annualplanfbractivitiesinthefiscal2001
準Disicussiononl1ChallengesandthemesoffutureJVCactivitiesm
*Re-electionoftheBoardofDirectorｓ '¥

ThesixthBoardofDirectors（August１１，２０００）
1↑

*DiscusslononJVCIsattituddetowardaconceptionof1lJapanplatform
andNGOnetworkonsectoralgroup．

TheseventhBoardofDirectors（Ｄｅｃｅｍｂｅｒｌ５,２００１）

*DiscusslononactivitiesinBarhat/Ethiopia
*DiscusslononcontinuationofnewprojectfindingsurveyinVietnam

*DiscusslononextensionofrefugeesupportprograminSouth-Africa

TheProjectPlanandBudgetforthefiscalyear2001

TherewasexplanationoneachprojectplanbySecretaryGeneral

Taniyama.Ａnopinionwasraisedthatmoreeffbrtisneededtoincreasethe
numberofmemberswhosupportouractivities・Nakayama,responsiblefbr
membermanagement,explainedonexistingandplannedschemesofinfOr‐

mationservlces,ItwasagreedthatJVCwillkeeplmprovinginfOrmation
disseminationwithbetterregionalbalance・Theprojectplanandthebud‐

getfOrthefiscalyear2001werebothapproved．

TheeighthBoardofDirectors（Marcｈ３０，２００１）
*Plansforactivitiesforinthefiscal2001

*DiscusslononJVC'sattitudetowardnewlylegislatedtaxbenefit
systemfOrNPO．

*DiscusslononfutureJVC1sactivitiesinEthiopia．
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2000年度貸借対照表

‘.＆

ｆ

31/3/2001Ｒate＄1=￥124.90

2000年度ｶﾚﾝﾀ゙ 特ー別会計

■

*退職給与引当金の計上基準

職員の退職金の支給に充てるため期末要支給額を計上しています‘

2000年度貸借対照表明細

H

ＤｅｔａｉｌｏｆＦＩＳＣＡＬ２０００ＢＡＬＡＮＣＥＨ円ＲＦＴ

現金澄ぴ預金Ｃａｓｈ＆Ｂａｎｋ

現金ＹｅＩ､＆＄

さくら銀行ＳＥｮKur勘BerlK

東京三菱銀f:三Ｂａｎｋ<)f・()ky[〕.Ｍ:t$:lbiSI,：
夷京都民銀行Tomir,Ｂａｎｋ

中央ニラ:信託鐙行ChLIoMitsu:．｢｢us*＆Banking

和銀f星ＳａｎｗａＢａｎｋ

大和証券ＭＭ:．

郵便局：｡osta,Savir1屋

立替金Receivable

面ﾚﾝﾀ゙ '一覇業分Ｃａｅｎｄａ「Secto「

その他ｃt､1eｒｓ

建物Building

ﾊﾛ､ﾝｺｸ事務所Ｂａ"1gkoIく<)ffice

保訂今Depositfbrrent

ﾒ1,幸ピ,|,差し入帆保証金MEIl｢uk〔)ＢＩｄｇ

鼠total

合計ｔｃ堂ｮ，

出琶余（未来ﾊ゙ ﾝｸ他）ＩｎｖｅごL,,,瞳,,Lごｉｎcapital

未来バンクＶｉ:．a:Ｂａ1ｋ

その他ct11ers

長期貸付金Longtermloans

ひまわじ診擦所．､irY1awarlC:r鷺:<：

金額AmouI1t

3,223,935

230230‘００７

膜,686,455

57270.395

3,704.255

5‘１４ﾕ955

50‘557.679

11.283.869

206098.550

'1.533.514

147.200

4,680.714

８m00(〕,000

]2,245,000

10‘OOuOOO

ユ00.000

1.000.000

未収金Otherreceivable

脂l際協力協会Ａ:)IＣ

ODA補助金ODAStateSubsidy

ﾒｲ17::ﾝﾘーﾄMessial､〈)｡､[〕e｢常

ｶﾚﾝグ…事業分Oal3ndarSectr〕Ｉ

その他oLhers

未払金AccruedExpense

，｣Ｎ・ＣＲ返却分PaybackfcFUNlICI1
その他others

前受金Advancesreceived

L;ＮｌＣＲ

南ｱﾌ゙ 1,カ月本大使館Ｊapa『xｦｓＢ二r'1Dassy

要･の他ｏthe庵

:r｝Ｓｃ,4tl'、Ａｆ1℃日

〔
ロ
《
。

＋
Ｌ
＋
白

○
（
〕

＋
Ｌ
＋
９

Ｌ
・
Ｉ
Ｌ
０
１

明
自
一
言
ロ

〈
ロ
《
ロ

計tot制

金額Ａｍｏｕｎｔ

]9,899詞265

]6,26a０００

ｺ,936‘459

7489‘836

１‘372.587

56,966.147

14,275‘202

30807.047

1800820249

』1,145‘606

7.702,643

30350餌()00

22.弓９８．２４９

資産の部Assets

1.流動資産CurrentsAssets

現金及び預金Ｃｆｊｓ'､＆Ｂ打､i〈：)eposit

海外事務所現預金OverseasDffi●巳
(〕ａｓ'、＆３firY］

立替金Ｒｅ<〕ｅＭ恥噂

未収金〈)therrecelvabe

仮払､'1金『empo｢arypayment

涜勤資産合言SJbtota

色固定資産FixedAssets

建物Ｂｕｉｄ:rlg

保訓令！)ep〔〕sitfc｢rent

出資金lnvest｢T-leI鷺+sircapital

長期賃代金Ｌor,9-÷eIm〈〕a1,ｓ

固定資産合計SLibt()唾Ｉ

資産の部合計Total

金額Ａｍ〔xjnt

206,098,550

51,044.103

4.680,714

56,966‘147

２００００

3188()９５二４

8,000,000

12,245,()00

10.100,000

1.000,000

31.345.000

350.154,5Ｍ

負債の部Liabilities

1.流動負債CurrentLiabiiities

未払金AccruedExpense

源泉税等預り金Ｔｮｘ“yab､ｅ

載受金Ａ(]vancesfeceived

流動負債合計SlibtotaI

2.固定負債FixedLiabiIities

退職給与引巽金＊Ｒｅｆ職ivefcr
rﾓｮtil'ｅｍｅｎｔａｉｉｏｗａｎｃｅ

同定負債合言SLIk光Qta

3.繰越金の部Reserves

繰越今Ｂ“ncecflTie〔】ｆ〔〕｢ｗ〃翁

(内、当期収支差額）
(Ｂａｉａｎｃｅａｔｅｎｄｏｆｆｉｓｃａｌ'９９）

繰越今合計Subt<〕#日：

負債・繰越金の部合計Total
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民間団体。グループ
(特）アーユス＝仏教国際協力ﾈｯﾄﾜｰｸ
アーシアン

Ｒ、｜・ジャパン(国際難民奉仕会）
(公)アジア・コミュニティ・トラスト
アジア財団

アジア農民交流センター

味の素（株）
イオングループ１％クラブ

(財）イオングループ環境財団
ＥＣＣ地球国際キャンペーン

犬養道子「みどり一本」募金
ＷＥ２１ジャパン

(財)太田慈光会
ＯＸＦＡＭアメリカ

神奈川ＪＶＣフレンズ

神奈川県生活協同組合連合会ｽﾀﾃ゙ ｲﾂｱー
川越市内ﾗｲｵﾝｽ､､ｸﾗﾌ゙

グループ・カンガルー

久留米海外ボランティアサークル
経団連自然保毒墓今
コープおきなわ

高知みどり１本の会

(財)国際開発救援財団
さくら会

祥彩功悌道クラブ

CAA(CommunityAidAbroad）

ＳｉｓｔｅｒＲｏｂｏｔＳｉｎｃｅｎｔｙｓ
ＪＶＣコンサート実行委員会

自民党

使用済みテレカ・ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ基金

ジャスコ(株）
ジャパンタイムズ

浄土宗東京教区吉年会

PrivateOrganizationsandGroups
ａｙｕｓ

Ｅａｒｔｈｉａｎ

ＲＩ･Japan

TheAsianCommunityTrust
TheAsiaFoundation

AsianFarmersExchange

AjinomotolntemationalCooperation
AEONGroup１％Club

AEONGroupEnvironmentFoundation

ECCEarthReliefCampalgn
MichikolnukaiFundforGreen

WE21Japan
OtaJikokaiFoundation
OXFAMAMERIＣＡ

ＫａｎａｇａｗａＪＶCFriends

StudyTourmembersofKanagawaConsumer1sCo‐
oprativeFederation

LionsClubsinKawagoeCity
GroupKangaroo
KurumeOverseasVohmteerCircle

Keidanre、NatureConservationFund

Co-opOkinawa

KouchiMidori-Ipponn

FoundationforlnternationalDevelopment/Relief
SakuraKai

ShosaikoButsudoClub

CAA(CommunityAidAbroad）
SisterRobotSinceritys
JVCConcertCommlttee

LiberalDemocraticParty

UsedTelephoneCardFund
JUSCOCo.,Ltd，

JapanTimes

Jodo-shuTokyoYouthAssociation
Jodo-shuCouncilforPeacePromotion

l9Trial＆Error2001/9-10(No.213）

支援団体
SupportingOrganization

浄土宗平和推進会議

浄土真宗高岡教区寺族青年会
浄土真宗西本願寺
シルク・ド・ソレイユ

新日本管財（株）互助会
真如苑

生活クラブ生協草の根市民基金
全国合鴨水稲会

セイコー労組ｾｲｺー ｴﾌ゚ ｿﾝ支部

センチュリーハイアット東京

清心女子高等学校(倉敷市）
清泉女子大学

清泉女子大学・福祉環境委員会
全石油ゼネラル石油労働組合

全日本自治団体労働組合（自治労）
創価学会青年平和会議
退職婦人教職員全国連絡協議会
タイボランティアチーム

調布ＷＡＴ

(特）「地球の木」
電力総連

天龍商事

(社)東京都八南歯科医師会
東京マイコープ

トーヨーポリマー（株）

(財）トヨタ財団

新潟国際ボランティアセンター(ＮＶＣ）
日本国際協力財団
日本聖公会大阪教区

庭野平和財団
ピースボート

福音館書店みどり一本の会

ﾌﾗﾝｼｽｶﾝ･ｲﾝﾀーﾅｼｮﾅﾙ．ｼ､､ﾔﾊ゚ﾝ

藤沢ｸ゙ ﾘー ﾝﾗｲｵﾝｽ゙ ｸﾗﾌ゙

Jodo-shinshuJIZOKUYouthAssociation,Takaoka

Jodo-shinshuNISIⅡHONGANJI,Fund-raisingfrom
TASUKEAICampalgn
CIRQUEDUSOLEIL

Shin-NihonKanzaiCo.,Ltd・CharityAssociation
Shinnyo-en
SeikatsuClub

SeikoWorkersUnionSeiｋｏＥｐｓｏｎｂｒａｎｃｈ
ＣＥＮＴＵＲＹＨＹＡＴＴＴＯＫＹＯ

SeishinHigh-School(Kurashiki-city）
SeisenUniversity

ZeneralSekiyuWorkerIsUnion,JapanOilWorkerls
Union

All-JapanPrefecturalandMunicipalWorkersUnion
Oichiro-Rengo）
Souka-GakkaiYouthPeaceCouncil

AssociationofRetiredWomenisSchoolStaff

ThaiVolunteerTeam

ChoufｕＷｏｒｌｄＡｉｄＴｅａｍ

ＥＡＲＴＨＴＷＦＲ

ＥｌｅｃｔｒｉｃＰｏｗｅｒWorkerIsUnion

TenryuShojiCo.,Ltd
Tokyo-toHachinanDentistryMedicalAssociation

TokyoMyCo-op
ToyoPolymerCo,,Ltd、
TheToyotaFoundation

NiigatalnternationalVolunteerCenter

TheJapanlntemationalCooperationFoundation
NihonSeikoukai,Ohsaka

NiwanoPeaceFoundation

PeaceBoat

Fukuinkan-Shoten

FranclscanlntemationalJapan
FujisawaGreenLionsClub

VietnamTHAMGIAFoundation
BellmarkFoundation

ベトナムタムザー基金

(財)ベルマーク教育助成財団
(財)毎日新間社会事業団

(宗)三瀧寺
三菱電機労働組合

みどり一本（京都）

みどり－本運動山手グループ

モービル石油(株）

ﾓﾗﾛｼ゙ 国ー際救援委員会

(財）安田火災環境財団

よい音楽とボランティアの会(ＹＯＶ)東京
ラオス子どもの記念日基金ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

ラオス古ハガキ委員会

(株)リコー

立正佼成会一食平和基金

日本国内の公的機関
日本政府（外務省）

郵政省国際ボランティア貯金

環境事業団

(社)国際農林業協力協会
(社)国土緑化推進機構
千葉市地球市民交流基金

(財)東京国際交流財団
広島県く海外技術協力事業＞

国際機関
カナダ､ファンド

国際連合難民高等弁務官事務所(ＵＮＨＣＲ）
５０音111頁

※１０万円以上寄付・助成していただいた団体

を掲載しました。

MainichiNewspaper,MainichiSocialWelfareFoun‐
dation

Mitaki-TemplelntemationalPeaceWelfareFoun‐
dation

LaborUnionofMitsubishiElectronlcs

FundfbrGreen(Kyoto）

Midori-IpponUndoYamateGroup
MobilOilCo.,Ltd．

ＭoralogylntemationalReliefCommitｔｅｅ
ＹＡＳＵＤＡＫＡＳＡＩＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴＦＯＵＮＤＡ‐

ＴＩＯＮ

ＹＯＶＴＯＫＹＯ

ＬａｏｓＣｈｉｌｄｒｅｎｌｓＣｅｌebrationDayCampalgn
LaosPostcarｄＣｏｍｍｌｔｔｅｅ

ＲＩＣＯＨＣｏ.,ＬＴｄ・
RisshouKousei-kaiFundfbrPeace

Governments

MinistryofForeignAffairs,Japan

ThePostalSavingforlnterllationalVoluntaryAid
inJapan

Japa、EnvironmentCorporation
AssociationforlntemationalCooperationofAgri‐
cultureandForestry

TheNationalLandAffbrestationPromotionOrga‐
nization

ChibaCity

TokyolntemationalFoundation
HiroshimaPrefectualGovemment

UnitedNations＆Overs巴包号
CanadaFund

UnitedNationsHighCommissionerfbrRefugees(UNHCR）

Note:OrganizationswhichcontributedandaidedlOO,000
yenJVCormoreappearinthispage．



JVCスタッフ（2000年度） JVCStaffinfiscal2000

ＴＯＫＹＯ
東京

熊岡路矢／谷山博史／磯田厚子／石丸敏子／荻野

洋子／奥野久美子／越智美奈／金敬黙／倉川秀明

／栗原謙治／佐久間典子／清水俊弘／＝賀一仁／

高橋清責／谷山由子／田村祐子(外務省専門調査員)／

寺西澄子／富安光子／中野恵美／中山郁子／福井

責久子／山口誠史

タイ

村上真平／松尾康範／皆見陽子／森本薫子／パー

ルールート

カンボジア

JVCスタッフ＆役員
MichiyaKumaoka／HiroshiTaniyama／Atsuko

lsoda／Toshikolshimaru／YokoOgino／Kumiko

Okuno／MinaOchi／Kyung-MookKim／Hideaki

Kurakawa／KenjiKurihara／NorikoSakuma／

ToshihiroShimizu／KazuhitoSuga／Kiyotaka

Takahashi／YukoTaniyama／ＹｕｋｏＴａｍｕｒａ

(ReserchersupportedbyMinistryofForeignAffairs)／SUmikO

Teranishi／MitsukoTomiyasu／EmiNakano／

ＩｋｕｋｏＮａｋａｙａｍａ／ＫｉｋｕｋｏＦｕｋｕｉ／Masashi

Yamaguchi

JVCStaffand
BoardofDirectorsMembers

'パイロウ・モンコンブン

岩崎美佐子／アウヴ・ソピアック／余部徹／ヴァンリー・ヴィリア／後

川泰章／馬清／キム・シモン／ケシ・チャントゥー／セアック・ソリ／

千葉寿夫／チョーン・ソチェット／チン・トラ／チャン・ダヌッ／チャ

ン・ナリン／ティーム・キムスア／ノブ・パウ／ボク・ヴィリャック／

ポーン・ナディー／マリー・チョムルアン／森田洋子

ラオス

飯田敏博／ヴィエンサヴァンソン・チャンサヴォン／小川道夫／カムコ

ン･クーンチャムヌン／コンドゥアン･プッタチャーン／サイサヌック・

ピムパエーク／塚本和泉／ブアソン・ケオクンカム／ブンシン・サナホ

ン／三好陽

ベトナム

伊藤達男／伊藤幸子／大松美保／鹿住正人／ズオン・チヨン・チエン／

常葉勝／ホー・ティ・フォン・ダイ／ホアン・テイ・し・八ン／山根譲

工チオビア

r序に圭／アヤレウ・エマトウ／アラミトゥ・グルマ／アリ・シラジ／飯

塚裕責子／石川朋子／ケラトウ・アデニウ／サボカ・ムレタ／ゼネベ・
メコネン／タファセッチ・テセマ／ファタ八・テセマ

南アフリカ

津山直子／ウィニーヒティマ／シポ･ディハレ／ジャブ･シベコ／ドゥ
ドゥジィレ・ンカビンデ／竹之下佳世／バンボ・ディハレ／ファナ・ム

ソミ

パレスチナ

佐藤真紀／進頁純／高橋純／安永知子

有給スタッフ国内２１名海外６０名

代表：熊岡路矢

事務局長：谷山博史

(2000年４月～２００’年３月に在籍したスタッフを掲載しました）

理事

アイネス．バスカビル（Jvcコンサート実行委員長）

磯田厚子（女子栄養大学助教授／JVC副代表）

大河内秀人（アーユス＝仏教国際協力ネットワーク理事）
大野和興（農業ジャーナリスト／アジア農民交流センター）

熊岡路矢（JVC代表）

南藤誠（弁護士）

田中優（未来バンク事業組合理事長）

谷山博史（Jvc事務局長）

西沢純夫（Jvcボランティアグループ）

林達雄（医師、前JVC代表）

星野昌子（敬愛大学教授／JVC特別顧問）

横川芳江（地球の木代表）

監事

足立房夫（ナイス八一卜基金常務理事兼事務局長）

高塚直子（公認会計士）

総会員数1,684名(内訳正会員６５０名、賛助会員1,034名）

２００１年８月現在

ＴＨＡＩＬＡＮＤ

ShimpeiMurakami／YasunoriMatsuo／ＹｏｋｏＭｉｎａｍｉ／Kaoruko
Morimoto／PairohMongkolboonluelert

CAMBOＤＩＡ

Misakolwasaki／AuvSophiak／ToruAmabe／VanlyVirya／Yasuki

Ushirokawa／KiyoshiUma／KimSimone／KethChanthou／SeakSoly／
ToshioChiba／ChoeanSocheat／ChinTola／ChanDanith／ChanNarin／

TeamKimsour／NopPouev/PokVirak／PhoeungNady／Mary
Chamroeun/HirokoMorita

LAOS

ToshihiroIida／ViengsawanthongChanthavong／MichioOgawa／
ＫｈａｍｋｈｏｎｇＫｈｏｕｎｃｈａｍｎｅｕｎ／ＫｏｎｇＤｕａｎｅＰｈｏｕｔｔｈａｃｈａｎｈ／

SaisanoukPhimphaeek／IzumiTsukamoto／BouasoneKeoqunkham／

BounsinSanahon／ＡｋｉｒａＭｉｙｏｓｈｉ

ＶＩＥＴＮＡＭ

Tatsuolto／Sachikolto／MihoOmatsu／MasatoKasumi／DuongTrong

Chien／MasaruTokiwa／HoThiPhuongDai／HoangThiLeHang／
YuzuruYamane

ETHIOPIA

Keilchiki／AyalewYemataw／AlemituGurmu／AliSiraj／Yukiko
lizuka／Tomokolshikawa／GeletawAdinew/SebokaMuleta／Zenebe

Mekonen／TaffesechTessema／ＦｅｔａｈａＴｅｓｓｅｍａ

ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

NaokoTsuyama／WinnieHitimana／SiphoDikgale／JabuSibeko／

DuduzileNkabinde／KayoTakenoshita／BamboDikgale／ＦａｎａＭｓｏｍｉ

ＰＡＬＥＳＴＩＮＥ

MakiSato／MasumiShin／AyaTakahashi／TomokoYasunaga

ThenumberofpaidstaffinJapan21Abroad60

President:MichiyaKumaoka

SecretaryGeneral:HiroshiTaniyama

(ListofJVCpaidstaffduringtheperiodofApril2000toMarch2001）

DirectorMembers

InezMBaSkerVille(ConcertMessiahChairperson)／AtSUkOlSOda(AssociatePro‐

fessor,KagawaNutritionUniversity)／HidehitOOkOChi(Director,AYUS=International

CooperationNetworkofBuddhism)／KazUokiOhno(JournalisAgriculture,RuralDevel‐

opment,Food,Director,AsianFarmersExchangeCenter)／MiChiyaKUmaOka(President，

JapanlnternationalvolunteerCenter)／MakotoSaito(Lawyer)／MasaruTanaka
(MIRAI-Bank)／HirOShiTaniyama(SecretaryGeneraLJapanInternationalVolunteer

Center）／SUmiONiShizaWa(ThememberofVoIunteerGroup,Japanlnternational

VolunteerCenter)/TatSUOHayaShi(FormerPresident,JapanlnternationalVolunteer

Center)／MaSakOHOShinO(Professor,KeiaiUniversity,SpecialAdvisor・Japanlntema・

tionalVolunteerCenter)／YOShieYOkOkaWa(RepresentativeEARTHTREE）

Auditoｒ

FUSaOAdaChi(ExecutiveDirector,CommemorationoflYDPNiceHeartFoundation）

NaokoTakatsuka（CPA）

ThetotalnumberofJVCmembersisl,684(regularmember650，

supportingmemberl,034)asofAugust2001．

Trial＆Error2001/9-10(No.213）２０



Ｆｉｓｃａｌ２００１ＰＩａｎ

ｌｎｒｅｓｐｏｎｓｅｔｏｔｈｅｅ､actmentofalawregardingthetaxsys‐

temsupportingNPOsin2001,wewilldiscusswhetherornotJVC

submitanapplicationtogetregisteredasanlIauthorizedNPO､i1

AnauthorizedNPOwouldbegivenpreferenceintaxpayment、

IfweapplyfOritandgetregistered,ｗｅwillappealtoenterprises

andindividualsbyintroducingthemeritoftaxdeductionforfUnd

donatlonandtrytoexpandsupporters，

Wewillconducttheconsecutiveseminarinautumnalsothis

year･TheAnnualJVCMeetingwillbeheldinKantoDistrict、As

thisyearisUNInternationalYearofVolunteers,itisanticipated

thateventsrelatedtointernationalcooperationandvolunteers

increaseinmanyregions、JVCwilltrytodevelopitsactivitiesin

regions,ｆorinstancebydispatchinglecturerstotheeventsof

localgovemments，Inaddition,aimingatmoreeffectivepublic

relations,ｗｅｐｌａｎｔomakePRpageinournewsletters,ａｎｄｐｒｅ‐

pareclearandeasy-to-understandbrochurescorrespondingto
ourcurrentactivities・

Thethemeofthecalendar2002ｗｉｌｌｂｅ'IHumanandAnimals''、

Thel3thstageoftheJVCbenefitconcert,１１Messiahm,willbeheld
inTokyo,ａｎｄｔｈｅ８ｔｈｓｔａｇｅ,叩ChristmasOratorio'１，willbeheldin
Osaka、Wewillalsocontinuethefund-raisingcampalgnsinsum‐

merandwinter、Forthethirdgroupofintemstaff,wewillwel‐

comethreepeople

lnthefieldofdevelopmenteducation,wewillcollecttheprac‐

ticalexamplesofusingthematerialscalled'１PalestineBoxⅡmade
lasｔyear,andarrangeasystemtolendthem・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，

asapartofthepreparationfortheactivitiesin2002,ｓｏｍｅＪＶＣ

ｍｅｍｂｅｒｓｗｉｌｌｔａｋｅｐａｒｔｉｎａｐeaceseminarinYugoslavia,where

wehavecontinuedtobeengagedinⅡemergencyresponse11activi‐
ties．

差

鐘

２１TrialandError2001/９－１０(No.213）

ＪＶＣｇａｔｈｅｒｉｎｇⅢＴｓｕｄｏｉ１１ｉｎＴｏｋｕｓｈｉｍａ

罰

ＴｈｏｕｇｈｔｈｅｓｏｃｉａｌｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎｏｆＮＧＯｓｉｓｏｎｔｈｅｒｉｓｅｄｕｅｔｏ

ｔｈｅｅｎａｃｔｍｅｎｔｏｆＮＰＯｌａｗ,ｍａｎｙＮＧＯｓｉｎｃｌｕｄｉｎｇＪＶＣｆａｃｅ

ｌｉｔｔｌｅｉｎｃ｢ｅａｓｅｏｆｍｅｍｂｅ｢ｓａｎｄｓｕｐｐｏｒｔｅｒｓＴｈｅｌａｙｅｒｏｆｓｕｐ‐

porte｢ｓｌｓｎｏｔｅａｓｉｌｙｅｘｐａｎｄｉｎｇｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｅｃｏ‐

ｎｏｍｉｃｄｅｐ｢ｅｓｓｌｏｎ．Ｏｎｔｈｅｏｃｃａｓｌｏｎｏｆ２０ｔｈａｎｎｌｖｅｒｓａｒｙ,ＪＶＣ

ｈｅｌｄａｓｙｍｐｏｓＩｕｍａｎｄａｐａｒｔｙ,thankingoursupportersfo｢thei「

ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓｓｕｐｐｏｒｔ．

}謹

霧零
_謬参嘗識

ＦｉｓｃａＩ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ａｓｔｈｅｃｏｍｍｅｍｏｒａtioneventofthe20thannlversary,ＪＶＣ

ｃｏｎｄｕｃｔｅｄａｄｅｂａｔｅｇａｍｅａｎｄｔｈｅａnniversarypartyintheafter‐

noonofthedayofMember1sGeneralMeeting・Inthedebate
game,pro-JVCandcon-JVCgroupsdiscusseditsactivities,which

gathered200participants・Ｉｎｔｈｅｐａｒｔｙ,l70peopleincluding

presentandoldmembersparticipatedandmadeitagreatsuc-

cess、Otherthantheaboveevent,wepublishedbookstitledI1Age
ofＮＧＯ‐Peace,Symbiosisandlndependence1iandliHistoryof
ActivitiesI1,andmadeavideo,IIChallengeofNGOlI・
WeheldregionalsemlnarsinSapporo,Fukuoka,Yokohama

andOsakaaimingtoexchangeopinionswithmembers,ｂｕｔｔｈｅ

ｎｕｍｂｅｒｏｆｍｅｍｂｅｒｓａｍｏｎｇｔｈｅｐarticipantswassmalLThean‐

nualmemberismeetingwasheldinTokushimalnTokyo,ａｍｉｎｉ

ＭｅｍｂｅｒＩｓｇａｔｈｅｒｉｎｇｗａｓｈｅｌｄａsavoluntaryeventofEarth
Citizen1sFestival，ThesecondConsecutiveSeminar,theseries

whichstartedtwoyearsago,gatheredmorethan60participants、

Sincewerenewedthehomepageeveryｔｗｏｄａｙｓ,itgotin‐

creasmgnumberofaccesswiththeaverageof300perday･The

amoImtofdonationincreasedforthesummerfund-raising,but

decreasedfortheChristmascampaign、Ｔｈｅｔｏｔａｌａｍｏｕｎｔｗａｓ

ａｌｍｏｓｔｔｈｅｓａｍｅａｓlastyear・ThesalesofYear2000calendar

werealsoalmostthesameaslastyear・AsfbrJVCbenefitCon‐

cert,I1Messiah11thel2thstageinTokyoandthe7thstageinOsaka

werebothquitesuccessful、Undertheintemshipprogramin

TokyoOfficethatstartedtwoyearsago,fourinternswerese‐

lectedfortheyear2000．Ａstheactivitiesconcemingdevelop‐

ｍｅｎｔeducation,wemadeeducationalmaterialscalled11Palestine

Box,ⅡwhichistofacilitateJapanesechildrentounderstandbetter

thelifeandcultureofthereglon．

Ｍｅｍｂｅｒｓｐｌａｙｉｎｇａｆｒｉｃａｎｄｒｕｍａｔｔｈｅ２０ｔｈａｎｎｌｖｅ｢sa｢ｙｐａｒｔｙ
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ｌｎｔｈｅＭｅｋｏｎｇＢａｓｉｎ，ｅｎｖｌｒｏｎｍｅｎｔａｌｐｒｏｂｌｅｍｓａｎｄｔｈ｢eatsto

humanrightscontinue,accompaniedbyacceleratingeconomlc

liberalizationMeanwhileJapaneseOfficialDevelopmentAssis‐

tance（ＯＤＡ）isgettinggreaterattentionf｢omthelocaland

intemationalNGOs,asJapanIsoneofthemajordono｢ｓｉｎｔｈｅ

｢ｅｇｌｏｎ

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,ａｓｔｒｏｎｇｐｕｂｌｉｃｏｐｉｎｉｏｎｃａｌｌｉｎｇｆｏ「ｔｈｅ

ｃｕｔｏｆＯＤＡｂｕｄｇｅｔｉｓｇｒｏｗｉｎｇｉｎｌｉｎｅｗｉｔｈｒｅｖｉｅｗｏｆｄｏｍｅｓｔｉｃ

ｐｕｂｌｉｃWorks、Ｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇｔｏｓｕｃｈｐｕｂｌｉｃｏｐｉｎｉｏｎ,ｔｈｅＪａｐａ‐

nｅｓｅｇｏｖｅｍｍｅｎｔｅｓｔａｂｌｉｓｈｅｄｃｏｍｍｉｔｔｅｅｓｔｏｄｉｓｃｕｓｓＯＤＡ

ｌｏａｎｓａｎｄｅｃｏｎｏｍｉｃａｉｄｔｏＣｈｉｎａｋｅｅｎｔｏｅｍｐｈａｓｉｚｅⅧＪａｐａ‐

ｎｅｓｅｐ｢ｅｓｅｎｃｅⅢｉｎｔｈｅａｉｄｌｎｔｈｅｓｅｃｏｍｍｉｔｔｅｅｓｔｈｅ「ｏｌｅｏｆ

Ｊａｐａｎ１ｓＯＤＡｈａｓｂｅｅｎｄｅｆｉｎｅｄinbalancebetweeneconomlc

rewardanddiplomaticrelations、The｢ｅｉｓａｌｓｏａｎｏｎｇｏｉｎｇｄｉｓ‐

ｃｕｓｓｉｏｎｔｏｄｅｆｉｎｅｔｈｅ「ｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎＯＤＡａｎｄｆｏｒｅｉgn

policy,ｏｒⅢnationalinte｢estsm,whileexploringtheissueofⅢcon‐

flictanddevelopmentⅡ,ｉｎｗｈｉｃｈＪａｐａｎｅｓｅｇｏｖｅｍｍｅｎｔａ｢ｅｅａ‐

ｇｅｒｔｏｍａｋｅｍｏｒｅｄｉｒｅｃｔｉｎｔｅｍａｔｉｏnalcontribution・

Ｇｉｖｅｎｔｈｅｓｅｍｏｖｅｍｅｎｔｓ，ｉｔｉｓｉｍｐｅｒａｔｉｖｅｔｏｄｉｓｃｌｏｓｅｔｈｅ

ｉｎｆo｢ｍａｔｉｏｎｏｎＪａｐａｎ'sODAtocivilsocietyandinternatｉｏｎａｌ

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ､Ｗｉｔｈｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇｏｆｔｈｅｐ｢ｏｂｌｅｍｓｏｆｄｅｖｅｌｏｐ‐

mentintheMekongregion,weadvocatefo｢ＯＤＡ｢efo｢ｍｔｈｒｏｕｇｈ

ｔｈｅｃｏｎｃｅｐｔｏｆＰｅａｃｅＢｕｉｌｄｉｎｇ,ｗｉｔｈａｖｉｓｉｏｎｏｆａｉｄｔｈａｔｗｏｕｌｄ

ｓｕｐportspeople'ｓｆｒｅｅｄｏｍｆｒｏｍｖａｒｌｏｕｓｔｈｒｅａｔｓ

ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｉｎＭｅｋｏｎｇＢａｓｉｎ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｗｅｈｅｌｄａｓｙｍｐｏｓｉｕｍｉｎｏrdertointroducethecurrentprob‐

lemsintheregionandtheinitiativesoflocalcivilsocietytothe

Japaneseaudience・Fifteenguestsfromlocalandinternational

NGOsparticipatedinthesymposlum,whichgatheredl90audi‐

e､ｃｅｓｌｎｔｗｏｄａｙｓ・Networkamongrelatedorganizationsand

individualswasstrengthenedthroughtheevent・Wewillcon‐

tinuetoprovideaspacefordiscussｉｏｎｏｆｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｓｉｎｔｈｅ

Ｍｅｋｏｎｇｒｅｇｉｏｎ

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｗｅｗｉｌｌｃｏｎｔｉnuemonitoringthecurrentofeconomicliberal‐

izationandlarge-scaledevelopment,whiledoingadvocacytothe

governmentofJapan,ThemessuchasilPovertyReductio､Ⅱand

l1RuralFinance1Iwillbeparticularlyfocused,Wewillanalyzethe
policiesof1IPovertyReduction1IpromotedbytheWorldBank,Asian

DevelopmentBank,andJapanesegovemment,aswellasmonitor

RuralFinanceinCambodiaandVietnam,basedonthelessons

leamedfromaresearchonRuralFinanceconductedinThailand

inl998．

ｕ■守

鷺ｉ

，乱

SymposlumⅧMekongdevelopmentandnaturalresources!'，Ｍａｎｙｌｏｃａｌ
ａｎｄｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＮＧＯｓｐａrticipated
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Ｖｉｓｉｔｅｄｉｎｄｉｇｅｎｏｕｓｗｏｍｅｎ１ｓｇ｢ｏｕｐｓｕｐｐｏｒｔｅｄｂｙａＣａｎａｄｉａｎＮＧＯ
（Guatemala）

ＰｅａｃｅＢｕｉｌｄｉｎｇ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｔheconceptof1iconflictanddevelopment1Idemonstratesthat
diplomacyandODAareincreasinglyinterconnectedissues・JVC

startedaresearchprojecttogathertheexperiencesinCambodia

tore-thinktheconceptofNPeaceBuildingIlfromaperspectiveof
NGOworkingontheground･WealsoparticipatedinJapan‐

CanadaJointReviewonPeaceBuilding,tohaveouropinionsre‐

flectedinthegovernment-levelpoliciessurroundingPeaceBuild‐

ingWelearnedfromthepeace-buildingprojectsimplemented

viaCanadianNGOs/ＯＤＡ､WemaderecommendationstotheJapa‐

nesegovemmentthatConflictlmpactscreenlng,ｏｒｓｏ－ｃａｌｌｅｄ１１Ｄｏ

ＮｏＨａｒｍｎａｐｐｒoach,shouldbethoroughlypracticed,inorderto
minimizenegativeinfluenceofaidontheconflictdynamics、

ＦｉｓｃａＩ２００１ＰＩａｎ

ｌｎ２００１,ｗｅｗｉｌｌｃontinuetheresearchontheexperiencein

Cambodia・WewilltakepartintheJapan-CanadaJointReview

againthisyear(ｉｎCambodia),tohaveouropinionsreflectedon

theprocessofdevelopingthePeaceandConflictlmpactAssess‐

ｍｅｎｔ(PCIA)．Furthermore,wewillmaximizeopportunitiesto

opendiscussiontowiderpublicandtoenhancecivilsocietynet‐
worksaroundthisissue・

ＰｏｌｉｃｙＤｉａｌｏｇｕｅ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

AsforthediscussionwithMinistryofFinance,Ministryof

ForeignAffairs,ａｎｄＪＩＣＡ（JapanlnternationalCooperation
Agency),JVChasactivelyparticipatedinpolicydialogueandrec‐
ommendation,basedontheinformationfromthelocalcommuni‐

tieswhereweworkForinstance,wehaveexpressedourcon‐

cerntotheMinistryofFinance,regardingtheissueoflocalpar‐

ticipationintheI1PovertyReductionStrategyi1promotedbythe
WorldBank､WeactivelyexchangedopinionswiththeMinistry

ofForeignAffairsregardingtheCountryStrategicPaper・We
havestrengthenedtherelationshipwiththerelatedlocalandin‐

ternationalNGOs,givingthemfeedbackontheresultofthese

advocacyactivities，

FｉｓｃａＩ２００１Ｐｌａｎ

ＭeetingbetweenNGOsandJBIC(JapanBankoflnternational

Cooperation)startsthisyear,Thus,weneedtostrategicallypar‐
ticipateinthesemultiplyingpolicy-dialogueschemes･ＪＶＣａｄｖｏ‐
catesfortheODArefbrmbasedoninformationfromthefields

andintemationalNGOs,whilelearningtheagenｄａｓｏｆｏｔｈｅｒａｄ‐

vocacy-typeNGOs・Themainthemeswetargetfbradvocacyare

I1PovertyReduction,'I11RuralFinance,'Iand1IConflictandDevelop‐
ｍｅｎｔ.Ⅱ
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ⅢKoreaChildrenCampaign1I,whichconsistsofJVCandotherthree

organizations,selltnutritiousfoodtochildren1sfacilitiesinMay

viaWorldFoodProgram(WFP),andprovidedassistancewith

twotoｎｓｏｆｏｉｌａｎｄｏｎｅｔｏｎｏｆｓｕｇａｒｉｎＦｅｂｒｕaryandNovember・

Inaddition,ｗｈｅｎｔｈｅ'１Campaign1ImembersvisitedNorthKorea
inMarch,theymadeagiftofstationariestonewfirst-gradersin

NorthKorea,contributedas11happyparcel1Ibyelementary-school
childreninOsakaAttheendofJlme,UNinstitutionsandNGOs

fromvariouscountriesgatheredat1ilnternationalNGOConfer‐

enceonHumanitarianAssistancefbrDRPKi1inTokyoandhada
discussiononhumanitarianasslstancetowardsNorthKoreaOther

thansixteenJapaneseorganizations,twenty-fiveorganizations

includingUNinstitutionsandNGOsfromEuropeancountries，

NorthAmerica,andKoreatookpartintheconferencｅａｎｄｅｘ‐

pandedtheinternationalnetworkregardingthisissue、
Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

ｌｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈefoodassistanceforchildrenisfacilities,we

willcontinuetheexchangeofpictureswithelementary-school

childreninPyongyangandvisittoruralareas・InJapan,wewill

holdanexhibitionofpicturesdrawnbychildreninJapan,South

KoreaandNorthKoreafromtheendofJunetoJuly,jointlywith

aconcertandaworkshop、Weexpecttheeventwillbecomea

chancefbrJapanesechildrentogetinterestedinKoreanpenin-

sula，InthemiddleofJune2001,JVCstaffwillparticipateinthe

follow-upconferenceofthe1IInternationalNGOConferenceon

HumanitarianAssistancefbrDRPKliinSouthKorea,anddeepen
thecooperativerelationshipwithotherNGOs．

Ｙｕｇｏｓｌａｖｉａ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

ＪVC1sactivities,whichstartedafterNATO'ｓａｉｒｒａｉｄ,gotinto

thesecondyear､1,2000,JVCcontinuedactivitiestosupportrefU‐

gees,children,aswellaslocalinitiativesfOrdemocratization,based

onJVC1sactioncriteria､Carryingouttheactivities,wetriedto

keepaneyeontheceasefirebetweenthefederation(Serbiaand

Montenegro)andKosovoaswellastheirpolitical,social,ａｎｄｅｃｏ‐

nomicalstability・JVCalsoreinforceditsresearchandadvocacy

onpeaceintheregion,prioritizingthefoⅡowingfOurpoints：

l)ＣＯllectingandsendingtheinformationwhichisnotdealtwith

bymassmedia

2)Actingasmediator

３)Advocacy

4)Expandingexchangeprogram

lnYugoslavia,democratizationwaspromotedbythebirthof

anewfederaladministrationafterthepresidentialelectionand

thearrestofformerpresident・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,someuncer‐

taintiesstillexist,ｓｕｃｈａｓｔｈｅａｔｔａｃｋｂｙａｒｍｅｄｃｉｔｉｚｅｎｓinsouth

SerbiaandMacedonia,andsituationinMontenegro．

Educationalactivitiesfo「refugeeｃｈｉｌｄ｢ｅｎ,ｓｕｐｐｏ｢tｅｄｂｙＪＶＣ
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Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｆｒｏｍｔｈｅｖｉｅｗｐｏｉntofemergencyresponse,wewilltryto

supporttheactivitiesoflocalcommunities・Ｉｎｓｕｍｍｅｒ,wewill

holdmPeaceWorkshop1iinordertocontrasttheworldpeaceagainst
conHicts､InJapan,wewillhaveaseriesofopenworkshopswhere

theproblemsofbroadcastinｇｂｙｍassmediaindisputedareas

willbefocusedfromtheviewpointofmedialiteracy･Wealso

plantobuildacooperativenetworkwithcitizengroupsrelatedto

emergencyresponsesandsendNGO'smessagetosocietywhile

balancingpracticalandstudyactivities．

ＥａｓｔＴｉｍｏｒ

Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

ＢａｓｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｓｔｕｄｙｖｉｓｉｔｓｉｎＮｏｖｅmberl999and

February2000,wedecidedtoextendtheassistancethrough

OXFAMforrepairingfeed-waterfacilitieswhichwerethemost

importanttofacilitatepeopleinEastTimortosettlethereagaln，

ThesitessubjecttoourassistancewereAnvenoenclave/Oekussi

wheretheaccessistheworstinEastTimorandLiquicaDistrict

wheresignificantdestructionofinfrastructurewasmadeinthe

war，BythemiddleofDecember,waterpipefromheadwaters

hadbeeninstalledtothecentersandmostpartofremoteareasin

eachsite,ｗｈichmadepossibletofeedwaterintowns・Thetotal

lengthofrepairedwaterpipewasabout2o000metersinLiquica

ProvinceandLiquicaCity(population:7876)ａｎｄ5,200metersm

MaubaraDistrictinthesameprovince(population１０，１６０)．In

remoteOekussiProvince(population:44,854),ｗｅｒｅｂｕｉｌｔ３,250

metersofwaterpipe,ｗｈｉｃｈｗａｓｔｈｅ５０％ofwaterpipetotaled

6,450meters,andinstalledwellsandhandpumpstoprovidepeople

withmultiplewatersources,whichwouldpreventwatershort‐

ageinthedryseasonandthedeteriorationofhygieneconditions，

Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,ｗｅｔｒｉｅｄｔｏｉｍprovehygieneconditionsby

repairingsewagedrainsandlavatoriesandbydistributingsoaps

topeople,whichwouldhelptodecreasemalariａａｎｄｄｅｎｇｕｅｆｅ‐
verinthefUture・

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｃａｒｒｙｉｎｇｏｕｔｔｈｅsupportactivitiesofrepairingfeed-water

facilitiessofar,wehavelearnedproblemsabouttheextemal

assistanceforEastTimor・TheessentialthingfOrpeopleinEaｓｔ

Ｔｉｍｏｒｔｏｂｕｉｌｄｔｈｅｉｒｏｗｎｓｏｃｉｅｔｙｉnthefutureistohaveenough

infOrmationregardingforeignassistancepolicyandimplementa‐

tionandavoidtobepassivetoexternalassistance，Together
withanNGOnamedLaIohamutukwhichhasbeenconductinga

surveyontherealityofassistancesincelastyear,ａｎｄＮＧＯＦｏ‐

rum,anassociationoflocalNGOs,JVCwillimplementanevalua‐

tionofrealityandeffectofso-calledmhumanitarianaidI'andassess

theimpactofexternalassistanceontheprocessofestablishing

publicadministrationbodyinEastTimor、Weplantosharethe
resultswithotherlocalNGOsandhavetalkswithdonorcoun‐

triesaswellasinternationalorganizationsintheprocessofpre‐

paringfordonorsimeetinginDecember．

ＦｌｏｏｄｉｎＭｏｚａｍｂｉｑｕｅ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐort

JVCstartedacampaignforsupportingreconstructionafter

thefloodwhichgaveseveredamageonMozambiqueinFebru‐

ary2000．Wedistributedsetsofnecessariesincooperationwith

aBritishNGOatthemouthofLimpopoRiver・Inthreevillagesin

ChibutoCounty,GazaState,wherethedamagewasthemost

severe,weprovidedchildrenwithfoodsforimprovingtheirnu‐

tritiousconditionsanddistributｅｄｃｏｒｎｓｅｅｄｓｔｏｌ,500households

forthepurposeofrevivingagriculturethere・Inaddition,wealso

madefooddonationthroughlocalNGOwhenfloodoccurredin

themidl別ｎｒｌ



Ｐｅａｃｅｗｏ｢kｓｈｏｐｉｎｒｅｆｕｇｅｅｃａｍｐ

ＴｈｅＤｅｍｏｃｒａｔｉｃＰｅｏｐｌｅ１ｓＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＫｏ‐

rea（NorthKorea）
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

ＴｈｅｓｕｍｍｉｔｍｅｅｔｉngofNorthandSouthleadersinJune

seemedtoeasetensionbetweenbothcountriesandpushthe

peaceprocesstoagreatdeaLHoweverafterthat,NorthKorea

hasfacedseverenaturaldisastersuchasthedroughtinspring

andsummerandfreezingweatherunderminus30oCinwinter，
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Palestineisundertheoccupationbｙｌｓｒａｅｌ,ｈａｖｉｎｇｔｈｅａ｢ｅａｏｆ

６,１７０squa｢ekilomete｢ｓａｎｄｔｈｅｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｏｆａｂｏｕｔ３ｍｉｌｌｉｏｎ
Ｐａｌｅｓｔｉｎｅｈａｄｂｅｅｎｌｎｃｏｎｆｌｉｃｔｗｉｔｈｌｓ｢ａｅｌｓｉｎｃｅｔｈｅｅｓｔａｂｌｉｓｈ‐

ｍｅｎｔｏｆｌｓｒａｅｌｉｎｌ９４７,ｂｕｔｗｉｔｈｔｈｅｐｅａｃｅａｇｒｅｅｍｅｎｔｉｎＯｓｌｏ

ｉｎｌｇｇ３，inte｢ｉｍｓｅｌｆ－ｇｏｖｅｍｍｅｎｔｈａｓｂｅｅｎｐａ｢tiallyinｐｌａｃｅ

ｓｌｎｃｅｌｇ９４１ｎＪｕｌｙ２０００,ｔｈｅｐｅａｃｅｔａｌｋｓｌｅｄｂｙｔｈｅＵｎｉｔｅｄ

Ｓｔａtes「eachedthefinalstage,ｂｕｔunfortunately,thenegotia‐

ｔｉｏｎｂ｢ｏｋｅｄｏｗｎａｎｄｔｈｅｗａｙｆｏｒ「ｅｃｏｎｃｉｌｉａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅ

ｔｗｏｐａ｢tiesp｢ｏｖｅｄｔｏｂｅｍｏｒｅｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｈａｎｈｏｐｅｄｌｎＳｅｐｔｅｍ‐
ｂｅ｢,Palestirleandls｢aｅｌｃｏｌｌｉｄｅｄｄｕｅｔｏｔｈｅｄｉｓｐｕｔｅｏve「Ｌｉｋｕｄ

ｌｅａｄｅｒＳｈｒａｒｏｎ'ｓｖｉｓｉｔｔｏｌｓｌａｍｉｃｈｏｌｙｓｉｔｅＪＶＣｗａｓｆo｢ｃｅｄｔｏ

ｃｌｏｓｅｉｔｓｌｏｃａｌｏｆｆｉｃｅｉｎＯｃｔｏｂｅｒｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｃｏｌｌｉｓｉｏｎ，but

resumeditsactMtiesinJanua｢y・Sincethen,ＪＶＣｈａｓｃｏｎｔｉｎ‐

ｕｅｄｔｈｅａｃｔＭｔｉｅｓｆｏ「suppo｢tingPalestinianchild｢eninPeace

Lib｢ary,refugeecamps,andnomads'area,ｄｅspitetheprolonged
conflictandsp｢ｅａｄｉｎｇｄｅｓｐｅ｢ａｔｉｏｎａｍｏｎｇＰａｌｅｓｔｉｎｉａｎｓ，ｏｒ

ｂｌｏｃｋａｄｅｏｆａｕｔｏｎｏｍｏｕｓａｒｅａｂｙｌｓｒａｅｌ、Ｗｅｃｏｎｔｉｎｕｅｏｕｒａｃ‐

ｔｉｖｉｔｉｅｓｂｅｃａｕｓｅｗｅｂｅｌｉｅｖｅｔｈａｔｉｔｉｓｉｍｐｏ｢ｔａｎｔｆｏ「ｃｈｉｌｄｒｅｎａｎｄ

ｔｈｅｆｕｔｕｒｅＰａｌｅｓｔｉｎｉａｎｓｏｃｉｅｔｙｔｏｐ｢ｏｖｉｄｅｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓｅｄｕｃａ‐

tｉｏｎａｌｓｕｐｐｏｒｔｗｉｔｈｅｍｐｈａｓｉｓｏｎｔｈｅｃｏｎｃｅｐｔｏｆｐｅａｃｅ、Ｗｅａｒｅ

ｐｌａｎｎｉｎｇｔｏｍａｋｅｏｕｒａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｂａｃｋｔｏｔｈｅｏ｢ｉｇｉｎａｌｔｒａｃｋ,ｆ｢ｏｍ
ｗｈｉｃｈｗｅｄｅｔｒａｃｔｅｄｄｕｅｔｏｔｈｅｐａｓｔseveralｍｏｎｔｈｓｏｆｄｉｓｐｕｔｅ

Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,ｗｅｗｉｌｌｃｏｌｌａｂｏｒａｔｅｗｉｔｈｌｏｃａｌｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ

ｗｈｉｃｈｓｕｐｐｏ｢trehabilitationofchildrenundertheconflict．

duringthedispute．Ｉ、Japan,wecompletedaneducationalmate

rialcalled11PalestineBoxi1bycollaboratingwithadevelopment

educationjEWroupinJapan．

ＦｉｓｃａＩ２００１Ｐｌａｎ

ＣｏｎｃｅｍｅｄｗｉｔｈｔｈｅｉmpactthattheconflicthasonchildrenIs
mind,wewillprovidechildrenwithtimestorelaxandenjoy

throughmuslcandart,andtrytolmagepeaceI1togetherwith
I1

them･Specifically,wewilldispatchmusiciansandhavemusic
classesorconcerts，Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,ｗewillcarryPalestinian

children'svolcesandpicturestoJapanesechildrenandmakea

chanceforbothoftｈｅｍｔｏｔｈｉｎｋｏｆｐｅａｃｅＡｆｔｅｒｔｗｏｙｅａｒｓof

activitiesinthePeaceLibrary,wewillwrapupourachievements，

ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｄｅｆｉｎｅｔｈｅｍｅａｎｌｎｇｏｆｔｈｅLibraryandbridgethe

experlencetothefutureactivities、Wewillimplement1INoMore
WariI､exhibitionthisyear,too,fromthestandpointofcitizensin

promotingpeace．

Ｔｈｉｓｆｉｓｃａｌｙｅａｒ,ｗｅｅｍｐｈａｓｉｚｅｄｏｎｇ｢ａｓｐｉｎｇｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｉｎ

ｅａｃｈｒｅｇｌｏｎｗｈｅｒｅｗｅｈａｖｅｐｒｏｖｉｄｅｄｓｕｐｐｏ｢ｔｉｎｅｍｅｒｇｅｎｃｙｆｏｒ

ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｃｏｎｓｉｄｅ｢ｉｎｇｏｕｒｍｉｄ－ｔｅｒｍｓｔ｢ａｔｅｇｙｆｏｒｔｈｅｒｅ‐

ｇｌｏｎｓｌｎＥａｓｔＴｉｍｏｒ,ｔｈｅｅｍｅｒｇｅｎｃｙｓｕｐｐｏｒｔｆｏｒ｢epairingwa‐

ｔｅ「ｆａｃｉｌｉｔｉｅｓｈａｓｂｅｅｎｃｏｍｐｌｅｔｅｄｔｏａｃｅｒｔａｉｎｄｅｇ｢ｅｅ，ｓｏｗｅ

ｗillshiftou｢ｆｏｃｕｓｔｏｌｏｃａｌＮＧＯｓｌｎＹｕｇｏｓｌａｖｉａｗｅｈａｖｅｍａｉｎｌｙ

ｗａｔｃｈｅｄｔｈｅｌｏｃａＩｓｉｔｕａｔｉｏｎａｓｔｈｅｐ｢ospectfo「ｐｅａｃｅａｎｄｉｎ‐

tegrationwasstillunce｢tainAsforNorthKorea,ｗｅｒｅｇｕｌａ｢ｌｙ

ｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅｒｅａｎｄｅｘｐａｎｄｅｄｈｕｍａｎｒｅｌａｔｉｏｎｓｂｙｐｒｏｍｏｔｉｎｇｃｕｌ‐

turalexchangebetweenchiIdreniｎＪａｐａｎａｎｄＮｏｒｔｈＫｏｒｅaln

fiscalyea「２００１，wewillcontinueou「ａｃｔＭｔｉｅｓａｎｄｓｕ｢ｖｅｙｓｌｎ

ＮｏｒｔｈＫｏｒｅａＹｕｇｏｓｌａｖｉａａｎｄＥａｓｔＴｉｍｏｒ、ｌｎＥａｓｔＴｉｍｏｒｗｈｅ｢e

thegeneralelectionthroughinfo｢mationgathe｢ｉｎｇｗｅｗｉｌｌｐａ｢‐

ticipateinawo｢ｋｉｎｇｇ｢ｏｕｐｔｏｅｖａｌｕａｔｅａｎｄａｎａｌｙｚｅｔｈｅｅｆｆｅｃｔ

ｏｆｅｘｔｅｍａｌａｓｓｉｓｔａｎｃｅｏｎｔｈｅｐ｢oｃｅｓｓｏｆｎａｔｉｏｎ－ｂｕＩｄｉｎｇｗｈｉｌｅ

ｋｅｅｐＩｎｇａｎｅｙｅｏｎｔｈｅｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ’ｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｔｏｔｈｅｃｏｎ‐

EducationaIandCulturalSupport
Fｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

ＣｈｉｌｄｒｅｎｈａｖｅｃｏｍetoenJoyreadingbooksinlibrary,and

localstaffinthelibraryhavebecomeabletohaveeducational

classesonthethemesofenvironmentand1Icooperationi'・Ｗｅｃｏｎ‐

ductedi1NoMoreWarlIexhibitioninarefugeecampascarried

outlastyear,inordertoappealforpeacebyintroducingthe

tragedyofatomicbombs、Throughtheseactivities,ｗｅｈａｖｅｓｕｃ‐

ceededtobuildrelationshipoftrustwithlocalcommunities、Ｅｖｅｎ

ｗｈｅｎｔｈｅｏｆｆｉｃｅｗａｓｃｌｏｓｅｄｄｕｅｔothedispute,wecontinuedthe

supportforchildrenbydeliveringJapanesechildren'svoicesto

Palestinianchildrenandbyvisitingthemonshort-termbasis，

WealsoheldaperformanceofJapaneseEdo-stylemarionette

”
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ｓｔｉｔｕｔｉｏｎａｎｄｌａｗｍａｋｉｎｇｐｒｏｃｅｓｓ、ｌｎＹｕｇｏｓｌａｖｉａｗｅａ｢ｅｐｌａｎ‐

ｎｉｎｇｔｏｈｏｌｄａｗｏｒｋｓｈｏｐｏｎｃｏｎｆｌｉｃｔａｎｄｐｅａｃｅｌｎｓｕｍｍｅｒ．｜ｒｌ

ＮｏｒｔｈＫｏ｢eawewillmakecontinuouseffortsiｎｅｘｃｈａｎｇｅｐｒｏ‐

ｇｒａｍｓｓｕｃｈａｓｅｘｃｈａｎｇｅｏｆｃｈｉｌｄ｢ｅｎ'ｓｐｉｃｔｕｒｅｓＴｈｅｆｏｌｌｏｗ‐

ｌｎｇｓａ｢ｅｔｈｅｄｅｔａｉｌｅｄ「epo｢ｔａｎｄｐｌａｎｆｏｒｅａｃｈｒｅｇＩｏｎ



ＶｏｃａｔｉｏｎａｌＴｒａｉｎｉｎｇ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅport

Tothe290refugeesfromcountriesmwarsuchasAngola，

Congo,RwandaandSomalia,incooperationwithUNHCR(United

NationsHighCommissionerfbrRefugees),weprovidedscholar‐

shipstostudyathighertechnicalinstitutesandvocationaltrain‐

ingschools・Ｍｏｓｔｓｔｕｄｙｅｎｇｌｎｅｅｒｉｎｇ，ａｃｃｏｕｎｔｍｇａｎｄｌＴ

(InformationTechnology)wherespecialistslackinthefield・We

plannedtohandtheactivityoverｔｏｔｈｅｌｏｃａｌＮＧＯａｔｔｈｅｅｎｄｏｆ

２０００ｂｕｔasitwasdifficultforUNHCRtosecureanalternative

fundfortheproject,wedecidedtocontinueuntilthepresent

studelltsgraduatedattheendof2001andendtheactivity．

Ｖｉｌｌａｇｅ｢ｓａｎｄＴｉｍｐｒａｃｔｉｃｉｎｇｎａｔｕ｢ａｌｆa｢ｍＩｎｇＣａｌａｄｉｓｔｒｉｃｔ

Ａｐａｒｔｈｅｉｄｅｒａｔｈｅｌａｂｏｒｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｄｉｎｔｈｅｍｌｎｅｓａｎｄｄｅｐｅｎ‐

dencyonWhite'agricultu｢ｅａｎｄ１ｗｈｉｔｅ１ｅｃｏｎｏｍｙｗａｓｂｕｉｌｔ､Ｔｈｅ

ｌｉｆｅｏｆｔｈｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏｌｉｖｅｄｏｎａｇricultu｢ｅａｎｄｓｔｏｃｋｆａ｢ｍｌｎｇ
ｃｏｌｌａｐｓｅｄｄｒａｓｔｉｃａｌｌｙＥｖｅｎａｆte「ｔｈｅｄｅｍｏｃ｢atization，ｒｅｃｏｎ‐

st｢ｕｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｒｕｒａｌａｒｅａｓｌｓａｖｅｒｙｂｉｇｃｈａｌｌｅｎｇｅａｎｄｉｔｉｓ

ｌｍｐｏ｢ｔａｎｔｔｏｖａｌｕｅｔｈｅｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｎｄｉｎitiativeofthewilling
peopleinthevillages．
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ＲｕｒａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ａｐａｒｔｈｅｉｄｅｎｄｅｄａｎｄｔｈｅｃｏｕｎｔ｢ｙｗａｓｄｅｍｏｃｒａｔｉｚｅｄｉｎｌ９ｇ４

Ｎｅｗｌａｗｓandpoliciesa｢ebeingestablishedAlthough,ｈｏｗｔｏ
ｌｍｐｒｏｖｅｔｈｅｌｉｖｉｎｇｏｆｔｈｅｐｅｏｐlewhosuffe｢edunderApartheid
isthebiggestissueAnadequateca｢ｅｆｏｒｔｈｅ「efugeesente｢‐
ingf｢omotherAfricancountriesinwa「isalsonecessary､ＪＶＣ
lssupportingtherefugees,ｆａ｢ｍｅ｢ｓａｎｄｐｅｏｐｌｅｉｎｔｈｅｓｌａｍｓｔｏ
ｂｕｉｌｄｎｅｃｅｓｓａ｢yskills,knowledgeandexperlenceslnorｄｅｒｔｏ

ｌｅａｄｔｈｅａｃｔＭｔｉｅｓｉｎｔｈｅｌｏｃａlcommunity．
Ｏｕ「ｓｕｐｐｏｒｔｔｏｔｈｅｒｅｆｕｇｅｅｓｗｉｌｌｅｎｄａｔｔｈｅｅｎｄｏｆ２００１

ａｎｄｔｈｅｎｗｅｗｉｌｌｅｎｔｅｒａｔｒａｎｓｉｔｉｏｎｐｅ｢iodtoconcent｢ａｔｅｏｎｏｕｒ

ｗｏｒｋｉｎｔｈｅｒｕ｢ala｢eas､Besideslandbeingconfiscatedduriｎｇ

IncooperationwiththelocalNGO,CALUSAinCaladistrict

ofEasternCapeprovince,wehadtrainingonnaturalfarming

anditsfbllow-uptothelocalpeople,Torestoreagriculturethat

decayedduringApartheideraandbeselfsufficienLwesupported

thecommunalgardensandindividualfieldsof7villagesonrecu‐

perationoflandusingcompost,mixcropplngandmulching,and

securingwaterusingpondsandditchalongthecontour・The

trainer,Ｔｉｍｓａｙｓ１Ｉｄｏｎ１ｔｔｅａｃｈｂｕｔｈｅｌｐｔｏrecalltherelationship
oftraditionalagriculturewithnatureI・Hismindbringsoutknowl‐

edgeandexperiencesofthevillagers．

§
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Ｅｎｇｌｉｓｈｃｌａｓｓｆｏｒ｢efugeesf｢omFrench/Portugesespeakingcountries

Fiscａｌ２００１ＰIan

Wemainlysupportthel20refugeescontinuingtostudyat

thehighertechnicalinstitutesfromlastyearandendtheproject

inDecember2001.ＡstheJVCEnglishclassesandsewingclasses

thatstartedinl997willberunbytherefugeesfrom2002,the

refUgeeswhoareteacherswilltakecareofthemanagementand

JVCwⅢsupporttoprovidetrainingfOrtheteachersandupgrad

ingfacilities．

ＣｈｉｌｄＥｄｕｃａｔｉｏｎ

Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

WesupportedBuyaniprimaryschoolinFinetownslumarea

inSowetoinGautengprovince,Weobtainedgoodresultsonequlp‐

pingfacilities,buildingclassesandtrainingpersonnel,andbuilta

cooperativestructurewiththedepartmentofeducationinthe

provincialgovernment･JVCendedsupportinginfiscal2000､We

newlystartedtosupportTebogo,thecenterfordisabledchiL

dren､SimilartoBuyaniSchool,theinstitutionwasmadeandrun

bythelocalresidentsandwecooperatedinthetrainingofvolun‐

teerstaffandimprovementofthefacilities･

Fｉｓｃａｌ２０O1Plan

Tebogoismadeofgalvanizedironsheetsthatarepartlytom

andtheconditionisnotgoodenoughforchildrentoliveinWe

plantoconstｒｕｃｔａｎｅｗｂｕｉｌｄｉｎｇｗｉｔｈ６ｒｏｏｍｓａｎｄａkitchen,and

finishtheconstmctionwithin2001.Cooperatingwiththelocal

NGOthatwasinvolvedinthetrainingoftheconstruction,wewill

provideanopportunityforyoungpeoplewithoutjobinthearea

tolearntheconstructionskillsandletthemparticipateinthe

constructionWewillalsocontinueoursupportinthetrainingof

thevolunteerstaffandinbuildingcooperativestructurewiththe

departmentofwelfareandhealthintheprovincialgovemment．

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

ｌｎｏｒｄｅｒｔｏｓｐｒｅａdtheeffectofthepracticeofnaturalfarmlng

inthevillage,wewillformafollow-upstructureandsystemof

planningandobservingbythevillagersthemselves､Wewillalso

encouragethevillagerswhoareobtaininggoodresultsintheir

fieldstoeffectivelyinitiateothersofthepractice・Asthebiggest

reasonofthesoilerosionisthedisorderedgrazing,wewillhave

trainingonholisticmanagementanddiscussaboutthecooperat‐

ingsysteminthevillage．



|r｢ｅｇｕｌａｒｉｔｙｏｆｒａｉｎｙｓｅａｓｏｎｓｉｎｔｈｅｐａｓｔｆｅｗｙｅａ｢scausedse‐
verefoodsho｢ｔａｇｅｌｎｓｏｍｅｒｅｇｌｏｎｓＴｈｉｓｙｅａ｢,ｔｈｅshort「ainy

seasonwas｢elativelyfine,ａｎｄｔｈｅｗｏ｢stsituationwasavoided

However,ｗｅｃａｎｎｏｔｂｅｔｏｏｏｐｔｉｍｉｓｔｉｃａｂｏｕｔｔｈｅｆｕｔｕ｢ｅ，ａｓ

ｗｅａｔｈｅｒｃｏｒｌｄｉｔｉｏｎｓａｒｅｕｎｐｒｅｄｉｃｔａｂｌｅＵｎｄｅｒｔｈｉｓｓｉｔｕａｔiｏｎ，

Ｅｔｈｉｏｐｉａｎｇｏｖｅｍｍｅｎｔａｎｄｏｔｈｅｒａｉｄｏrganizationsstartedto
｢ｅａｌｉｚｅｔｈｅｉｍｐｏ｢ｔａｎｃｅｏｆｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｃｔＭｔｉｅｓｔｏｐｒevent

envl｢onmentaldegradationandnotjusteｍｅ｢gencyfoodrelief
JVCwo｢kedwithlocalresidentsandadministrationofBerehet

Districttｏｓｅｃｕｒｅｃｌｅａｎｗａｔｅｒａｎｄｍａｋｅａｓｙｓｔeｍｔｏｍanage

watersupplyfacilitiesTh｢ｏｕｇｈｔｈｅｓｅｐ｢ojects,ＪＶＣｅｍｐｈａ‐

ｓｉｚｅｄｔｈｅｏｗｎｅ｢ｓｈｉｐｏｆｔｈｅｌｏｃａｌｐｅｏｐｌｅｉｎｄｅａｌｉｎｇｗithva｢Ｉｏｕｓ

ｐｒｏｂｌｅｍｓｔｈａｔｔｈｅｙａｒｅｆａｃｉｎｇ

ｌｎ２００１，ＪＶＣｗｉｌｌｈａｎｄｏｖｅ｢ａｌｌｔｈｅｐ｢ojectsinBerehetDis‐

tricttothelocalpeopleandadministration､AftersoMngthe

remainingproblemsanｄｗｏ｢ｋｉｎｇｏｎｔｈｅｆｕｔｕｒｅｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅｔｏ

ｅｎｓｕ｢ｅｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｐ｢ojects,ｗｅｗｉｌｌｗｉｔｈｄｒａｗｆ｢ｏｍ

ＢｅｒｅｈｅｔｄｉｓｔｒｉｃｔＡｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,wewilllookforlocalNGOs

inotherregIonswhosharethecommongoalswithJVQand

seekthepossibilitytowo｢kwiththemforlointp｢ojects．

lmprovementofWaterFacilities
Fiｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ａｍｏｎｇｌ２ｗｅｌｌｓｔｏｂｅrestored,weworkedontheremaining

6・Foreachwell,wecreatedusersiunionandhadtrainingonthe

maintenanceandmanagementofthefacilities,Fortheproblems

thatthelocalpeopｌｅｍａｙｎｏｔｂｅａｂｌｅｔｏｄｅａｌｗｉｔｈ,wetookthe

administrationofficerstothewellsitesandtrainedtheofficersin

supportingthelocalmaintenancesystem

Fiｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｆｒｏｍｔｈｅｌ２ｗｅｌｌｓｒｅstored,２stillneedjointfollow-upwith

thelocaladministration・WewillendtheproJectuponmaking

sureofthegoodmanagementsystembyｔｈｅｕｓｅｒ１ｓｕｎｉｏｎａｎｄｔhe

administrativesupportfbrmaintenance､Throughthisproject,we

notonlyintendtophysicallysecurewatersupplyfromthespring・

Wealsoaimtoencouragelocalsenseofresponsibilityandowner‐

Ship,throughfacilitatinguser1sunionstokeepmalntenanceof

theirwellsandthehand-pumps．

ＳｕｒｖｅｙｆｏｒＮｅｗＡｃｔｉｖｉｔｉｅｓｉｎｔｈｅＷａｔｅｒ

ｌｓｓｕｅ

Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

ｌｎｔｈｅｃｅntralvillageofthehighlandinBerehetdistrict,there

arenospringsthatcanberestored,andweinvestigatedother

waytosecurecleanwaterinthisareawiththeBerehetCouncil

andProvince1sWaterResourceDepartment,Ａｓａｒｅsultofthe

survey,wefbundseveralproblemsintermsofmaintenanceand

managementintheinvestigatedarea,judgingthattheproject

outputwillnotbesustainable・Inaddition,budgetallocationwas

cancelledfromtheEthiopianadministrationfOrtheconstruction

ofthewell,ａｎｄｗｅｄｅｃｉｄｅｄｎｏｔｔocarryoutthisproJect．

SurveyforNewActivitiesinEnviroｎｍｅｎｔ

ａｎｄＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒeport

Totakeadvantageoftheagro-forestryproJectsthatwere

alreadyhandedovertothelocaladministration,wesearcheda

possibilityfornewactivitiesinthefieldofenvironmenｔａｎｄａｇｒｉ‐

culture・Inreviewingthepresentsituationoftheagro-forestry

activities,wetalkedwithBerehetCouncilandBerehetAgricul‐

tureOffice,andweconcludedthatwewillconcentrateonfollow‐

upoftheongoingselfmanagedactivities,andthatitwouldbetoo

soontostartanewprojectthisyear・Wealsofearedthatstarting

anewprojectinthesamereglonmightcreaterelationshipof

dependencyintheregion,anddecidedtopostponetheplanning
ofanewProject．

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

*ＨａｎｄｉｎｇＯｖｅｒＭａｃｈｉｎｅｒｙａｎｄＭａｔｅｒｉａｌｓ

Ｔｏleavetheprojectcompletelytothelocalpeopleandthe

administratio､,ｗｅｍｕｓｔｂｅｓｕｒｅｔｏｈａｎｄｏｖｅｒａｌｌｔｈｅｎｅcessary

machineryandmaterialstotherelatedorganizations,allowing

themtofbllowuplnthisregard,wewillhaveameetingtopro‐

ceedadequatesteps・Asweendtheproject,wewillminimizethe

costandhavetheJVCofficesmallerinAddisAbaba．

*ＳｕｒｖｅｙｏｎｔｈｅＰｏｓｓｉｂｉｌｉｔｙｏｆＮｅｗＡｃｔivities

RatherthancarryingoutJVC-ledprojectsinadirectmanner，

wewillvalueindependenceofthelocalpeopleandcontinuityof

theproject､WewillfindlocalNGOsthatarealreadyworkingon

aprojectandseekthewaytosupportthemTorealizethis,we

willvisitorganizationsthatworkinEthiopiaandinvestigateon

theirpoliciesandactivities．

SomeofthewaterfaciIitiesstillｎｅｅｄｔｏｂｅｉｍｐｒｏｖｅｄ

TrialandError2001/９－１０(No.213）２６



'RichPeoplaSt｢ongNation,FairandDemocraticSocietyi・Ｔｈｉｓ

ｌｓａｓｌｏｇａｎｆｏｒｓｏｃｉａｌｄｅｖｅｌｏｐｍentinVietnamVietnamist｢y‐

ｉｎｇｔｏａｃｈｉｅｖｅｔｈｅｇｏａｌｏｆｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｉｎｔｈｅｌｇ９０ｓ，ｎａｍｅｌｙ，

ｄｏｕｂｌｉｎｇＧＤＰ,ｒｅｄｕｃｉｎｇｐｏｖｅｒｔｙｒａｔｅ,ａｎｄｒｅｄｕｃｉｎｇｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ

Ｉｎｃ｢ease､Modemizationwillbepu｢sｕｅｄｉｎｔｈｅｎｅｘｔｌＯｙea｢ｓｔｏ

ｂｕｉｌｄｔｈｅｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｔｏｂｅｃｏｍｅａｎｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｎａｔｉｏｎｉｎ２０ｙｅａｒｓ

ｔｉｍｅ､Ｔｈｅｌｉｆｅｓｔｙｌｅｏｆｔｈｅｎｅｉｇｈｂｏ｢ingcount｢ｉｅｓｉｎｔｈｅＴＶｉｍ‐

agesmakestheVietnamesepeoplecoｎｓｃｌｏｕｓｏｆｔｈｅｇａｐｔｈａｔ

ｗｉｄｅｎｅｄｗｈｉｌｅｔｈｅｃｏｕｎｔ｢ｙｓｐｅｎｔｔｉｍｅｆｉｇｈｔｉｎｇｗａｒｓ

ＴｈｉｓＦｅｂ｢LIa｢y,ｔｈｅｅｔｈｎｉｃｍｉｎｏｒｉｔｉｅｓｏｒｇａｎｉｚｅｄｐ｢otests，

claimingthattheirlandwastakenbythesettlementoftheKin

peoplaethnicmajo｢ｉｔｙｇ｢ｏｕｐｉｎｔｈｅｃｅｎｔ｢alhighlands・Ｔｈｉｓ
ｓｈｏｗｓｈｏｗｍｕｃｈｔｈｅｍｉｎｏ｢ｉｔｉｅｓｆｅｅＩｌｅｆｔｂｅｈｉｎｄｆｒｏｍｔｈｅｅｃo‐

ｎｏｍｌｃｐｒｏｇｒｅｓｓａｎｄｈｏｗｆ｢ust｢atedtheyareaboutlosmgtheir

t｢ａｄｉｔｉｏｎａｌｌａｎｄ・Ｔｈｉｓｓｉｔｕａｔｉｏｎｍｉｇｈｔｈａｖｅｉｎｆｌｕｅｎｃｅｄｔｈｅｓｅ－

ｌｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅＳｅｃｒｅｔａｒｙＧｅｎｅｒａｌｏｆｔｈｅＣｏｍｍｕｎｉｓｔＰａｒｔｙｉｎ

Ａｐｒｉｌ,ｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｆ｢ｏｍａｎｅｔｈｎｉｃｍｉｎｏ｢ity・

Ｔｈｅｏｖｅ｢alllMngconditionisimprovinginVietnam,ｂｕｔｔｈｅ

ｌｎｃｏｍｅｇａｐｓｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｃｉｔｙａｎｄｔｈｅｒｕ｢ａｌｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓａｓ

ｗｅｌｌａｓｂｅｔｗｅｅｎｔｈeethnicgroupsarestillwideningWiththe

penetrationofroadinfrastructu｢aadministrativeservlcesand

marketeconomy,thelifeoftheethnicminoritiesmｔｈｅｍｏｕｎ－

ｔａｉｎｏｕｓｒｅｇｉｏｎｉｓｃｈａｎｇｌｎｇｒａｐｉｄｌｙ．

(rice,vegetablesandfmits)inordertodiversifyagriculture,which

istheprincipalindustryforthevillage､Cowbankwasstarted，

publicveterinariansweretrained,andstockbreedingwaspro‐
moted
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RuralDevelopment（HueProvince）
Fiscal2000Report

TheruraldevelopmentprojectinHueProvincestartedin

l993andendedinDecember2000withanevaluationworkshop

inVinhＨｕｎｇｃｏｍｍｕｎｅＴｈｅａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｏｆｔｈｅｐａｓｔｓevenanda

halfyearswerecarriedoutwithVillageDevelopmentCommit‐

tees,inordertoimproveagriculture,buildcapacitythroughtrain‐

ing,andimprovesmall-scalesocialinfrastructure・AVillageDe‐

velopmentCommitteeiscomposedofthecommunerepresenta‐

tlvesandleaders,withequalgenderbalance，AfterJVCended

itsdirectsupport,theVillageDevelopmentCommitteeｓａｒｅｃｏｎ‐

tinuingactivitiessuchascowbanks,micro-credit,andsapling

production､ALuoi-districtagricultureteamdoesthecontourfarm‐

ing(SlopingAgriculturalLandTechnology).Micro-creditactivi‐

tiesrlmbywomenIsunioncontributedtodecreasethepoorand

diversifyagriculture

Survey＆ＲｅｇｉｏｎａｌDevelopment

（TraVinhProvince）
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｗｅｓｕｐｐｏｒｔｅｄｔｈｅconstructionofelementaryschoolｓ(２

branches)andalsowenttotheregionwheremostKhmerethnics

live,andconductedasurveyonthesmallfarminghouseholds

whoarepoorandwithoutland､Weunderstoodtheseverecondi‐

tionofthefarmers､Giventhelackofimplementationcapacityfbr

timebeing,wepostponedtheplanningofanewproject．

VillagebeforestartingCowBank(HoaBinh）

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ａｆｔｅｒｔｗｏｙｅａｒｓｏfprojects,seriousfoodshortageisalleviated

littlebylittle・Wecontinuetoworkontheirrigatio、system(repair

andconstruction),andtopromotecombinedagriculture・Wewill

introducecontourfarming,whichiseffectiveintheslopingland，

andcontinuetoseekawayfbrdevelopmentthatwouldnotresult

inenvironmentaldestruction・ＪＶＣｐｌａｎｔｏｅｘｔｅｎｄｔｈｅｓａｍｅｗｏｒｋ

ｔｏｎｅighboringvillages・Inthevillagethatwecurrentlyｗｏｒｋ

ｗｉｔｈwewillconductaprojectevaluatio､,andthinkwiththe

villagersaboutaneffectivewayfbrthemtopursuedevelopment
ontheirown，

NaturalResourceManagement

（SonLaProvince）
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｗｉｔｈｎａｔｕｒａｌｆｏｒestsdecreasingthroughoutthecountry,１n

SonLaprovincedeforestationisthｅworst･Mostofitsforests

weredestroyedduetounplannedcuttingandexpansiｏｎｏｆａｇｒｉ‐

culturalfields､Withoutstabilizingpeople1slivelihood,itisdifficult
toachievesuccessfulresultsinsustainablecontrolofthenatural

resources,namelyforestconservationandaffOrestation､Ｗｉｔｈｔhis

inmind,wesupportedsaplingproductionorprovidedsaplings，

helpedtobuildcommunalforestsactivelymanagedbytheresi‐

dents,supportedstockbreedingandgavetechnicaltrainingand

conductedstudytours,Ｔｈｅｙwerealloperatedafterhavingdis‐

cussionswiththeresidentmeetinginwhichmanypeopleinthe

villageparticipate､InFebruary､weinvitedtheofficersofthe

relatedagenciesinSonLaProvinceandThuanChaudistrict,ａｎｄ

ｍａｄｅｉｔａｎｏｃｃａｓｌｏｎｔｏｅｘｃｈａｎｇｅｏpinionsandtovisitthesite

togetherthroughprojectevaluations，
Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｗｅｅｎｔｅｒｅｄｔｈｅｔｈirdyearforthisprojectandweshould

reviewtheeffectsofautheactivities､Weclarifyourvisionforthe

futurebyevaluatingandmakingareport,Wecontinuetowork

onprovidingsaplingsfbrthecommunalforestsandmakingcata‐

loguesfbrthenon-timberfbrestproducts,andwillconcentrateon

increasingpublicacknowledgementofcommunalforest･Women

whoonlylistenedintheresidentmeetmgsarenowstartingto

expresstheiropinions,andwewouldliketoencouragethistrend

throughwomen1sunionandworkshops．

RuralDevelopment（HoaBinhProvince）
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｔｈｉｓｙｅａｒｌｓｏｕｒｓecondyeartoworkwiththeethnicminority

group,Muong,inthenorthemmountalnousregion・Theactivities

oftheVillageDevelopmentCommittee(composedbyrepresenta‐

tivesorleadersofavillage,equalgenderbalance)activated・Ｉ､‐

cludingburdensharing,wemadesurethatallcanequallypartici‐

pateandimplementedconstructionofsmall-scaleirrigationsys‐

tems・Weimplementedapilotprojectofcombinedagriculture

＆



ＮａｔｕｒａｌＦａｒｍｉｎｇａｎｄＲｕｒａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

（VientianeProvince）
Fiscal2000Report

WerenewedthecontractinJuly2000andtheprojectentered

its4thyear・Withthecontinuationofouractivities,thereisa

greaterunderstandingamongthecounterpartandthevillagers

lnsupportofourprojects・In2000,wesupportedcommunalculti‐

vationin2villages,technicaltrainingonfruitgrowingin5vil‐

lagesand3ponddiggings,andconcentratedourworkonthe

fbllow-upsWegraspedtheconditionsofvillagesandthethoughts

ofvillagersbetterbyjoiningthecommunalcultivation

Fiscal2001Plan

Anu、berofStudyTourparticipantswhovisitedtheproject

sitesfeltthatitishardtounderstandourprojectsandactivities、

1,2001,ｔｏｍａｋｅｔｈｅｍｅａｓｙｔｏｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｗｅｗｉllclarifythe

副

iト
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Usingｇ｢eenmanu｢ｅｏｎｔｈｅ｢icepaddy(Vientiane）

goals,thesignificanceandthepresentsituationofeachactivity，

andusemorespecificindicatorssuchasusingfigurestoshow

results,WewillmakesurethatthestaffsgrasptheactivitiesweⅡ

andarecapableofclearexplanations,ａｎｄａｉｍｔｏｓｐｒｅａｄｏｕｒａｃ‐

tivitieswidelyinthevillage．

ThelifeinruralLaoswasfullｏｆｎａｔｕ｢eandwasself-sufficient，

butnowadaysthatischanglngPeoplｅａｒｅｌｎｎｅｅｄｏｆｃａｓｈｆｏ「

ｄａｉｌｙｎｅｃｅｓｓｉｔｉｅｓ,education,ｍｅｄｉｃａｌｃａｒｅａｎｄａｇ｢iculturalpro←

duction､Consequently,defo｢ｅｓｔａｔｉｏｎａｎｄｕｎｐｌａｎｎｅｄｅｘｐｌｏｉｔａ‐

tionoffo｢ｅｓｔｓｂｙｆｉ｢ｍｓａｎｄｖｉｌｌａｇｅｒｓａｒｅｌｎｃreaslng､Ｓｏｉｌｉｓｂｅ‐

cominglessfe｢tile,ａｓｆａｒｍＩｎｇｃｙｃｌｅｓａ｢ｅ｢epeatedinthesame

spotsduetothegovemmenfspolicytodec｢easeslash-and-
bumag｢icultu｢e､Ａｌｓｏ,ｔｈｅｕｓａｇｅｏｆｃｈｅｍｉｃａｌｆｅｒｔｉｌｉｚｅｒｓａｎｄ

ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓｉｎｃｒｅａｓｅｄａｓｔｈｅｇｏｖｅｍｍｅｎｔｈａｓｂｅｅｎｅｎｃｏｕｒａｇ

ｉｎｇｄｏｕｂｌｅｃｒｏｐｐｌｎｇａｎｄｐ｢ｏｄｕｃｔｉｏｎｏｆｃａｓｈｃｒｏｐｓ

Ｗｅａ｢ｅａｄｖｉｓｉｎｇｖｉｌｌａｇｅｒｓｔｏｃｏｎｓｅｒｖｅｆｏｒｅｓｔ「ｅｓｏｕ｢ｃｅｓ,to

useitinasustainablemanner,andtoutilizegrasses,withered

leavesandlivestockfecestoregalnsoilfertilityandgｒｏｗｍｏ｢e

productsWebelievethatthisiseffectiveforsustainingliveli‐
hoodwhichharmonlzeswithnatu｢e,withoutrelyingonoutside

assistaｎｃｅｓｕｃｈａｓｌｏａｎｓ、

Throughpracticeofnaturalfa｢、ｌｎｇａｎｄｃｏｍｍｕｎａｌｃｕｌｔｉｖａ－

ｔｉｏｎ,ｗｅｈｏｐｅｔｏｍａｋｅｏｕｒａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｍｏｒｅｃｏｎｖｉｎｃｉｎｇｄｅｍｏｎ‐

stratingthei「ｍｅ｢ｉｔｓｔｏｐｅｏｐｌｅｉｎｏｔｈｅｒｖｉｌｌａｇｅｓａｓwell．｜ｎｔｈｅ

ｆｏ｢estrysector,ｗｅａｒｅａｉｍｉｎｇｔｏｅｎｃｏｕｒａｇｅｖｉｌｌａｇｅｒｓｔｏｓｐｅａｋ

ｕｐｅｖｅｎｗｈｅｎｆａｃｉｎｇｔｈｅｓｔｒｏｎｇｃｕ｢rentofdevelopmentand

powerfulenterprlses,byadvocatingthevillage｢s'ｒｉｇｈｔｓｏｎｆｏ｢‐
ｅｓｔｌａｎｄｔｒａｎｓｆｅｒａｎｄｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇｔｈｅｍａｎａｇｅｍｅｎｔｃａｐａｃ‐

ityfo「sustainableuseoffo｢est．

ForestConservationandNaturalFaｒｍｉｎｇ

（KhammouaneProvince）
Fiscal2000Report

Westartedthreemainprojects,ForestConservation,Natural

FarmingandWomen1sParticipatio､,froml997withtheprovin‐

cialadministrationasapartner,InthefOrestconservationactiv‐

ity,wefinishedbuildingcommunityforestsinallthetargeted

villages・Fornaturalfarming,amongthethreevillagesthatwe

concentratedon,onestartedacommunalfarmandothertwo

startedcultivatingtheland・Ｆｏｒwomen'ｓparticipation,wehelda

trainingsessionforwomenofficialsofthedistrictatthegender‐

trainingcenterbuiltlastyear､LastNovember,ｗｅｈａｄａｎｅｖａｌｕａ‐

tionmeetingonthepastthreeyearsanddecidedtoextendthe

timeframeofouractivities．

４
．

Ⅱ
芋

、

Explail-1ingthet｢ansfe｢offorestlandtovillagers（Khammouane）

Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

ＴｈｉｓｙｅａｒｗｅｗｉｌｌconllnueLoworkonourprojectsbasedon

therequests丘omthevillagerswhoattendedtheevaluationmeet‐

ing・Fortheforestconservatlon,wewillfocusonmonitoring,In

additiontoconservation,wewillthinktogetherwiththeviⅡagers

aboutsustainableuseoftheforest,Fornaturalfarming,wewill

supportthecommunalfarmsandalsohavetrainingonfmitgrow‐

ingandlivestockbreeding・Regardingwomenparticipation,we

willwidelyholdtrainingwithwomeninthevillage,usingthe

genderhandbook,Throughalloftheseactivities,ｗｅｐｌａｎｔｏｅｄu‐
catetheofficialsofthedistrict．

-並,?

⑪届｡噌ﾕ｡
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Ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｒｅａ｢ｅｎｕｍｂｅｒｏｆｐｒｏｂｌｅｍｓｓｕｃｈａｓｔｈｅｇａｐｂｅ‐

tweencitiesand「u｢alareas,village｢speopleareplantingt｢ees

fo｢thefutureandregainingthecustomofmutualhelpsuchas

lendingricetｏｅａｃｈｏｔｈｅｒ,Andpeopleseemtobeenloyingthe

peaceafterthelongconflictinthecountryNowthatpeoplｅ

ａｒｅｔｈｉｎｋｉｎｇａｎｄａｃｔｉｎｇｔｏｒｅｂｕｉｌｄｔｈｅｉ「|ｉｆｅｏｎｔｈｅｉｒｏｗｎ,the

roleofintemationalaidagencｉｅｓｉｎｃｌｕｄｉｎｇＮＧＯｓｉｓｐｕｔｉｎｑｕｅｓ‐

tionParticularly,Ｗｏ｢|ｄＢａｎｋ,ｌＭＦａｎｄＡｓｉａｎＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＢａｎｋ

(ADB)decidedlastyeartojointlycommitｉｎｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｏｆＣａｍｂｏｄｉａｗｈｉｃｈｗｉｌｌｈａｖｅａｂｉｇｉｍｐａｃｔｏｎｔｈｅＣａｍｂｏdian

govemmentandpeopleforbetteｒｏｒｆｏ「ｗｏ｢ｓｅ

ＴｈｅａｃｔＭｔｉｅｓａｉｍｉｎｇａｔ'self-reliance｢ｓｔａｒｔｅｄｉｎｔｈｅｅａｒｌｙ

９０s,ａｎｄｈａｖｅｇｒｏｗｎｔｏｂｅｌｅｄｂｙｌｏｃａｌｌｙｏｒganized1Technical
SchoolCommittees1orRiceBankCommittees,!inthecities

aswellaslnruralareaｓＴｈｕｓＪＶＣ１ｓｓｕｐｐｏ｢ｔｈａｓｂｅｃｏｍｅ

ｍｏ｢eindirectThisyea｢wewillcontinuetoprovideinfo｢mation

andopportunitiesforthelocａｌｐｅｏｐｌｅｓｏｔｈａｔｔｈｅａｃｔＭｔｉｅｓｗｉｌｌ

ｂｅｔ｢uIythei｢ｓａｎｄｂｅｏｐｅｒａｔｅｄｓｍｏｏｔｈｌｙ．

ＴｅｃｈｎｉｃａｌＳｃｈｏｏｌｓ

Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏrt

TheschoolinPhnomPenhwasseekiｎｇｔｈｅｗａｙｔｏｂｅａｓｅｌｆ

ｍａｎａｇｉｎｇｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｅｉｔｈｅｒａｓａｌｏｃａｌＮＧＯｏｒａｓａｐubliccorpo‐

rationundertheMinistryofPublicWorksandTransportation，

Anditdecidedtogoforthelatter,Theagreementbetweenthe

MinistryａｎｄＪＶＣ,whichemphasizesselfLmanagement,ｗａｓｅｘ‐

tendedtoDecember31,2005.AttheschoolinShihanoukville,as

decidedintheevaluationmeetinginDecember,westartedtolay

thefOundationforselfmanagementandincomeimprovementfor

therepairserviceshop

Fisｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

ＡｔｔｈｅｓｃｈｏｏｌｉｎＰｈｎｏmPenh,ｗｅｃontinuetolookforthe

possibilityofmakingitapubliccorporatlonundertheMinistryof

PublicWorksandTransportation,ＷｅｗｉⅡalsostrengthenman‐

agementsystemandcapacityoftheschool,andaimtoincrease

incomeandimprovequalityofthetraining､Withassistanceofthe

staffinPhnoｍＰｅｎｈｓｃhool,weaimtoimprovethemanagement

capacityofthestaffinShihanoukvilleschool･Totumtheschool

intoaselfLmanagingcorporationwithin2years,weadjustthe

structureoftherepairserviceshopandworktoraiseprofit．

ＳＡＲＤ:SustainableAgricultureandRural

Development
Fiscal2000Report

Oursupportonagriculturestarted3yearsagointhefieldof

SustainableAgricultureExperimentalRiceFieldfOrproduction

increaseisgraduallycomingtogoodresults､Ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｖｉｌｌａｇ‐

ersvollmtarilystartedIintegratedfarming1whichwasanmtegra-

tionofIkitchengarden1and'pond＝fishculture1､Inthefieldof

RuralDevelopment,althoughestablishmentofVillageDevelop‐

mentCommittees(VＤＣ)wasnotassmoothasplanned,activities

onselfreliancesuchasＲｉｃｅＢａｎｋａｎｄＷｏｍｅｎ'sMutualSupport

GroupswereactivatedandVDCstartedtoplaycertainrolein

thevillages，

Ｆｉｓｃａｌ２００１ＰＩａｎ

ＳＡ(SustainableAgriculture):Themethodofimprovingsoil

fertilityusingcompostandgreenmanurewillbediffused・Types

andamountoffoodproductsinhomegardensandcombinedag‐

riculturewillbeincreasedtoimproｖｅｈealthconditionandre‐

ducehouseholds'expenses､Throughafforestation,naturalenvi‐
ronmentinthevillagesareexpectedtoberestored．

2９Trial＆Error2001/９－１０(No.213）

ＲＤ（Ｒｕｒａｌ

Development):Tostabi‐

lizefoodprovisionand

livelihood,theactivities

thathavebeencarriｅｄ

ｏｕｔｓｏｆａｒｗｉｌｌｂｅ

ｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｅｄａｎdwe

willofferopportunities

fbrmanyvillagersinclud‐

ingwomentoparticipate．

ＴＲＣ：Ｔｒａｉｎｅｒｓ

ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｅｎ‐

tｅｒ
Ｈｏｍｅｇａ｢ｄｅｎｗｉｔｈｔｈｅＳＡＲＤｔｒａｉｎｉｎｇ

Ｆｉｓｃａｌ２０００Report

TherewastrainingofSAAG(SustainableAgricultureActio、

Group)tohelpexchangeinfbrmationfromthevillagesfbrbetter

practice・WhilebooksintheTRClibraryincreased,datainKhmer

languagedidnotincreaseasweexpectedThiswaspartlydueto

thedelayintranslationNewslettersIFromf2rmertofarmer1Vo1.9‐

12werepublishedwithfarmerlsinterviewsandpractices､
Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

ＴｈｅｓｔａｆｆｓｏｆｏｔｈｅｒＮＧＯｓｗｈｏｈａｖｅｂｅｅｎｉｎｖｏｌｖｅｄｉｎＳＡＡG

areworkinginthefrontlineofruralagriculture・However,ｅａｃｈ

organizationhasadifferentpolicyandfewofthemareverycom‐

mittedtodiffusesustainableagriculture､1,2001,wewilltryto

findmoreconnectiontocommittedfarmersthroughnetworking，

andpreparedatabasesinKhmerlanguagefortheresourcecen‐
ter．

Advocacy

Toquestionenergydevelopment
Fiscal2000Report

AsJapanesegovernmentchangedtheirplananddecidednot

tosupporttheDamconstructioninPrekThnot,wedidnothold

theplannedworkshop,Thepastinvestigationsandresearches

weresummarizedintoareport,ｔｏｓｈａｒｅｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｓｏｆｅｎｅｒgy

developmentwithrelatedNGOsinCambodia・Wecooperatedin

iMekongPartnersMeeting1heldbyOxfaminNovember・
Fiscal2001Plan

Wewillinvestigatetheserioussituationofthefisheriesaround

LakeTonlesap,WecontinuetohaveaCambodianstaffincharge

toplanmid-termMekongadvocacystrategy､１，２００１，wewill

studythelocalusageofLakeTonlesap1sresources．

AidforFloodvictims

EmergencyReliefactivityledbylocalstaff
Fiscal2000Report

AmongPreyveng,KompongCham,andTakeo,whichwere

affectedbytheflood,wedistributedriceseedsforthedryseason

to668householdsinl4villagesin3communesinDecember,ａｎｄ

rlceseedsfortherainyseasontoabout4500householdsin21

viuagesin3communesinFebruaryandMarchinPreyveng・We

endedalltheplanneddistributions､Originallyweplannedtoem‐

ployshort-termworkers,butthestaffgroupedthemselvesinto

teamsandtheycarriedoutalltheprocessesfrominvestigationto
distribution-



蕊
魚萄！:鰯職

Trial＆Error2001/９－１０(No.213）３０

Ｔｈａｉｌａｎｄｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅｌｅａｄｉｎｇｅｘｐｏｒｔｉｎｇｃｏｕｎｔｒｉｅｓｏｆａｇｒｉｃｕ|‐

turalproducts,ａｎｄ６０％ｏｆＴｈａｉｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｉｓｆａ｢ｍｅｒｓＡｖｅｒ‐
ａｇｅａｎｎｕａｌｉｎｃｏｍｅｏｆａＴｈａｉｆａ｢ｍｅｒｉｓａｂｏｕｔｌ５,ＯＯＯＢａｈｔ

(40,OOOJapaneseYen）Thisfigu｢ｅｄｏｅｓｎｏｔ｢eachthefigu｢e
2QOOOBahtthatThaigovemmenthassetasthelowestnec-

essa｢ｙｌｎｃｏｍｅｓｔａｎｄａｒｄＴｈｅｂｉｇｇｅｓｔ「ｅａｓｏｎｏｆｎｏｔ「eaching

thislowestleveloflifeisｄｕｅｔｏ３ｆａｃｔｏ｢ｓｃａｕｓｅｄｂｙ１ｍｏｄｅ｢n‐

izationbfagricultu｢e:introductionofexpenslveagricultu｢alma-
terials,ｔｈｅｒｉｓｅｉｎｐｒｌｃｅＳａｎｄｔｈｅｐｒｉｃｅｆａｌｌｏｆｔｈｅａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ

ｐ｢oductsSoile｢osloncausedbyartificialfertilize｢ｓａｎｄａｇｒｉ‐

culturalchemicalsandenvlronmentalpollutionhavecertainly

g｢eatimpactonthelivesofthefarmersAnother｢easonisthe

introductionofbiotecｈｎｏｌｏｇｙ,ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙｇｅｎｅｔｉｃｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏn

beingintroducedtoagricultu｢altechnology,whichisnowcalled

lSecondG｢eenRevolution'、Thistrendwilleventuallypenetrate
｢ｕｒａｌａ｢eａｓ，ａｎｄｉｔｗｏｕｌｄｂｅｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｏａｖｏｉｄｆｕ｢the「envl｢on‐

ｍｅｎｔｄｅｇ｢adationandgreaterthreattofa｢mers1livelihood．

｜ｎｔｈｉｓｎｏ－ｗａｙ－ｏｕｔｓｉｔｕａｔｉｏｎｉｎｒｕ｢ａｌａｒｅａｓ,ｆａｒｍｅｒｓｓｔａｒｔｅｄ

ｐｌｏｎｅｅｒｌｎｇｅｘｐｅ｢1mentsininteg｢ａｔｅｄａｎｄｎａｔｕｒａｌｆａｒｍｉｎｇｍｏｒｅ

ｔｈａｎｌＯｙｅａ｢ｓａｇｏ，ｗｈｉｃｈｔａｋｅｓａｄｖａｎｔａｇｅｏｆｄｉｖｅｒｓｉｔｙ，

sustainability,ｓｔａｂｉｌｉｔｙａｎｄｃｉｒｃｕｌａｒｉｔｙｏｆｎａｔｕ｢ｅＡｔｔｈｅｓａｍｅ

ｔｉｍｅ,ｔｈｅｓｅａｒｅｐａｒｔｏｆｖｉｌｌａｇｅ｢s『effo｢ｔｔｏｒｅｇａｉｎｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｃｅ
ａｎｄｒｅｂｕildthei「ｏｗｎｌｉｖｅｌｉｈｏｏｄ．

←

１
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Ｆｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎ

Ｔｈｉｓｙｅａｒｗｅｗｉｕａｃcept6interns,Althoughrurallifewillbe
asevereonebothphysicallyandmentally,thereisnobetterway

tolearnaboutｔｈｅｆａｒｍｔｈａｎｔｏａｃｔｕａｌｌｙｓｅｅｉｔｂｙｔｈemselves，As

all6havedifferentbackgrounds,weplantofindaplacethatsuits
eachindividual・

ＳｕｐｐｏｒｔｉｎｇＬocalOrganizations
Fiscal2000Repｏｒｔ

ｌｎＫｒｏｎｇＴｏｅｙＳｌａｍ,ｍａｎｙｎｅｗｃｏｍｅｒｓｔｏｔｈｅｓｌａｍｓｔａｒｔｅｄｔo

useourlibraryandchildrenstartedtouseitmorefrequently、

RegardingtheRuralDevelopment,JVCbasicallyendedits
directinvolvement．ＷｅgavesomeadvisestoChaiyapumcoop‐
erativesocletytowhomwerentarefrigeratorcar，Ｉｔｗａｓａｐ‐

provedbytheSteeringCommitteethatthetrainingcenterin
BurirumwouldbetransferredtoEsanCommunityAssociation
Fiscal2001Plan

lnKrongToeySlam,wewillfindanewfull-timestafffOrthe

library・Wewillalsodemandthemanagementcoｍｍｉｔｔｅｅｔｏｂｅ

ｍｏｒｅａｗａｒeofthenecessitytoreviewtheaccount'ngsystemof
thelibrary・

ＳｕｐｐｏｒｔｉｎｇＳｅｌｆ－Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙｉｎ

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ:ＬｏｃａｌＭａｒｋｅｔｓ
Ｆｉｓｃａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

Ｗｅstartedtosupportcreationoflocalmarketsrunbythe

villagers,Itsaimisthatthevillagersregaintheirlifestyle,that

hasbeenlostthroughoutsider-leddevelopment､Ａｓｗａｓｔｈｅｉｎｉ‐

tialyear,weconcentratedonraisingawarenessofthevillagers

ontheroleoflocalmormngmarkets,andprovidedoccasionsfor

communicationamongvillagersofdifferentcounties､Asaresult，

momingmarketswerespreadfrom4villagesin2countiestol3

villagesin6counties･Momingmarketsstartedtoenergizeeach

villagelittlebylittle,ｂｕｔｗｅｓｔｉｌｌｈａｖｅｐｒｏｂｌｅｍｓｔｏｂｅｄｅａｌtwith
FiscaI2001Plan

Thisyear,wecontlnuetostrengthenandcontinuediffusion

ofmomingmarkets,Wewillprovideopportunitiesforthevillag‐

erstoleam,ｕｐｏｎｔｈｅ４ｄｅｍａｎｄｓｔｈａｔｃamefromvillagers：

l)capacitybuildinginnaturalfarmingproduction，

2)capacitybuildinginprocesslngagriculturalproducts，

3)strengtheningoftherulesofmornlngmarkets，

4)capacitybuildinginmarketing・

Formarketing,weplantomeetconsumersofthenearbyvillages・

ＷｅａｌｓｏｍｅａｎｔｏｅｘｃhangeinformationwithEsanAlternative

AgricultureNetworktolookforpossibilitiestospreadmomlng

marketstootherregions．

詔・

・・：t白』管．

NongjokNaturalFarmingCenter
Fiscａｌ２０００Ｒｅｐｏｒｔ

３yearshavepassedsinceNongjokNaturalFarmingCenter
started,ａｎｄｔｈｅｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｆａｒｍｈａｓｂｅenbuiltbasedon

naturaldiversityandcirculatorysystem､Productivityhasim

provedandconsequentlyincomehasincreasedaswe11.Ofthe

totalexpenditureoftheCenterincludingsalariesofthestaffS,our

lncomehasfavorablygrownfrom１０％inthefirstyear,ｔｏ５５％in

thesecondand70％inthethirdyear,Concemingthesalesofthe

products,thefarmhasintroducedCSA(Consumer-Supported

Agriculture)systeminwhichone-yearcontractiｓｍａｄｅｗｉｔｈｃｏｎ‐

sumers,enablingregulardeliveryoftheproductsandstabiliza‐

tionofmanagement・

Severaltrainingandworkshopswereconductedespecially

forpeoplewhojuststartedorarethinkingofstartingnatural

farming・Bygivingtrainingandworkshops,thestaffsaregradu‐

allybuildingupthecapabilityasatramer・

Fｉｓｃａｌ２００１Ｐｌａｎｓ

ＮａｔｕｒalFarmingCenterwillcontinuetolmproveitsdiversity

andcirculatorynature,andtoensurestableproduction・The

accountlngsystemoftheCenterisnowchangedtoselfLsupport‐

mgaccountlngsystemwiththepast3years1incomeasitsfund、
Ｔｈｉｓyear'sgoalistoachieve90％incomeagalnsttotalexpendi‐
ture，Scholarshipprogramswillstartforfarmers,sothatthey

canreceiveayear-longtraining，Ｔｈｉｓｙｅａｒｗｅｐｌａｎｔｏｈａｖｅ４

ｆａｒｍｅｒｓｆｏrthislong-termtraining，Wewillalsopublishabooklet

incollaborationwithThaiAlternativeAgricultureNetworkwhich

explainstherelationshipbetweenagriculturalchemicalsandhealth，

orchemicalfertilizerandsoilerosion,sothatthefarmershave

clearunderstandingoftheproblemssurroundingtheirlife

lntemshipprogram
Fiscal2000Report

Weaccepted5Japaneseinternsinl999,andtheyweresent

tovariousplaces:NGOthatcarriedoutagriculturaldevelopment，

villagesthattheNGOwasworkingon,NaturalFarmingCenter，

fabrichandicraftshoprunbyagroupofwomenoaninstitution

whereabusedchildrenlivetogether、Whentheinternshipperiod

ended,２internsdecidedtobeinvolvedinagricultureinsome

wayoranother,ａｎｄｏｔｈｅｒ２ａreconsideringextendingtheirstay
inThailand．

|ntems｢eceivingtraininginNongiokNatu｢alFa｢mingCente「

Ｉ

５
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LastAp｢illvisitedKutchinGujaratintheWestemlndia，

ｒｅｇｌｏｎｕｎｄｅｒｈａｒｓｈｈｅａｔ･Ｉｃａｍｅｏｕｔｏｆｔｈｅａｉ｢ｐｏ｢ｔｆａｃｉｌ‐

ｉｔｙｔｈａｔｗａｓｐａｒｔｌｙｄｅｓｔｒｏｙｅｄｂｙｔｈｅｌａｓｔｅａ｢ｔｈｑｕａｋａ

ａｎｄｈｕ｢ｒｉｅｄｔｏｔｈｅｔｏｗｎ,Ａｌｔｈｏｕｇｈｆｏｏｄｓｔａｎｄｓａｎｄｓｍａｌｌ

ｇｒｏｃｅｒｙｓｔｏｒｅｓｗｅｒｅｒｅｓｕｍｅｄ,ａｓｌｎｅａｒｅｄｔｈｅｃｅｎｔｅ「ｏｆ

ｔｈｅｔｏｗｎｌ「ealizedthatbuilｄｉｎｇｓ，ｍｕｎｉｃｉｐａｌｆａｃｉｌｉｔｉｅｓ，

ａｎｄｈｏｓｐｉｔａｌｓｂｕｉｌｔｉｎｂｒｉｃｋｓｗｅｒｅａｌｍｏｓｔａｌｌｄｅｓｔ｢oyed，

Ｄｅｂｒｉｓｗｅｒｅｎｏｔｃｌｅａｒｅｄｙｅｔ,ａｎｄｉｔｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｂｏｄｉｅｓ

ｏｆｔｈｅｄｅａｄstillremainedunderthem、Ｐｅｏｐｌｅｐｕｔｓｈｅｅｔｓ

ｏｎｔｏｔｒｅｅｓｂｙｔｈｅｓｔｒｅｅｔｔｏａｖｏｉｄｓｕｎｓｈｉｎｅａｎｄｒａｉｎ，

ｍａｋｉｎｇｔｈｅｍｔｈｅｉｒｔｅｍｐｏ｢a｢ｙｓｈｅｄ－ｈｏｕｓｅ・Ｍａｎｙｈｅａｄｅｄ

forｔｈｅｉｒｗｏｒｋｆｒｏｍｔｈｅｉｒｔｅｍｐｏｒａｒｙｈｏｕｓｌｎｇｓｂｕｉｌｔｉｎｔｈｅ

ｖａｃａｎｔｓｐａｃｅｓ，
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#342BanNaxay,MouaneSaysettha,Vientiane,ＬＡＯＰ.Ｄ・R

tel＆fax:(856)21-413083,tel:(856)21-413942

E-mail:jvcvte＠laotel､com／mail:P､0.Box2940,Vientiane,ＬＡＯＰ・ＤＲ

◎ＪＶＣエチオピア事務所ＡＤＤｌＳＡＢＡＢＡＯＦＦｌＣＥ
Ｗｅｒｅｄａｌ７,Kebele24,HouseNo.039,ETHIOPIA

tel＆fax:(251)1-6l4555

E-mail:JVC-ETH＠telecomnet,et

mail:Ｐ､ＯＢｏｘ６９４１,AddisAbaba,ＥＴＨＩＯＰＩＡ

◎ＪＶＣ南アフリカ事務所JOHANNESBURGOFFlCE

4FDevonshireHouse,４９JorissenStreetBraamfbnteinJohannesburg

2017,ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

ｔｅｌ:(27)11-403-7848fax:(27)11-403-2312

E-mail:jvc＠xsinet・ＣＯ,za

mail:Ｐ,OBox31618,Braamfontein2017,ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

◎ＪＶＣパレスチナ事務所JERUSALEMOFFlCE

St,Georgest4Jerusalem

tel:(972)50-535161,fax:(972)2-5818927E-mail:jvc＠netvision,net,il

mail:ｃ/ｏＡＮＥＲＡ,NewOrientHouseP､OBoxl9982,Jerusalemvia
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